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雨
上
が
り
に

　 

美
し
く
。



　

平
成
30
年
度
白
鷹
町
成
人
式
は
８

月
15
日
、
町
産
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
平
成

９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
１
５
５
人

で
、
そ
の
内
１
２
８
人
が
成
人
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、佐
藤
誠
七
町
長
が「
こ

れ
か
ら
も
〝
白
鷹
町
の
た
め
に
〞
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
知
恵
や
力
を
町
の
た
め
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
小
関
駿
平

さ
ん
（
荒
砥
）
が
「
成
人
し
た
こ
と

を
自
覚
し
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に

生
き
抜
く
。
そ
し
て
、
若
人
と
し
て

常
に
学
ぶ
姿
勢
を
失
わ
ず
、
郷
土
の

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い

く
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
に
は
記
念
品
と
し

て
深
山
焼「
紅
花
釉
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
」

が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
文
化
継
承
団

体
『
獅
伝
』
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
大
切
な
日
―
―
。

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
喜
び
と

感
謝
の
気
持
ち
を
か
み
し
め
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
未
来
を
担
う
大
人

と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
胸
に
、
晴

れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

Photo Report ―フォトリポート―

20years old
調査日：平成 30年８月 15 日
配布数：128 枚
回収率：77.3％（99 部）

ハタチのキモチ

成人式
ふるさとアンケート

－　　　 　　

－

平成 30年度白鷹町成人式

決意、新たに――

20無回答
7.1％ QQ

好き
93.9％

嫌い
5.1％

無回答
１％ 白

鷹
町
は
好
き
で
す
か
？

QQ将来、白
鷹
町
に
住
み
た
い

（
帰
り
た
い
）
で
す
か
？

住みたくない
32.3％ 住みたい

60.6％

祝祝

平成９年
４月 健康福祉センターがオープン

８月 成人式が中央公民館で開催され、

新たに260人が成人を迎える
10月 新町立病院がオープン

11月 仲町友愛館が完成

QQ白鷹町
の
良
い
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
す
か
？健康福祉センターがオープン

成人式が中央公民館で開催され、

人が成人を迎える

私たち新成人が生まれた年
（平成９年度）の主な出来事

生活しやすい
25.3％

その他
3.0％

地域の
つながりが強い

36.4％

自然が
豊かである
80.8％



　
白
鷹
町
で
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
誕
生
に
関
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
出
生
以
前
か
ら

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
町
が
実
施
す
る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〜
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
〜

し
ら
た
か
の『
子
育
て
支
援
』ガ
イ
ド

結
婚
前

婚
活
▼
白
鷹
町
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
を
中
心
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
お
見
合
い
な
ど
の
結
婚
支
援
を
実
施

結
婚
お
め
で
と
う
！
▼
結
婚
を
祝
福
し
、
結
婚
・
家
族
生
活
は
じ
め
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
を
贈
呈

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
▼
白
鷹
町
に
お
住
い
の
35
歳
以
下
の
新
婚
夫
婦
の
引
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
等
を
最
大
40
万
円
ま
で
助
成
（
※
所
得
制
限
有
）

結
　
婚

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
▼
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
に
要
す
る
費
用
の
助
成

一
般
不
妊
治
療
費
用
助
成
▼
治
療
費
の
一
部
を
年
10
万
円
を
限
度
に
助
成

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
▼
治
療
費
の
一
部
を
一
回
20
万
円
を
限
度
に
助
成

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
▼
妊
娠
中
の
健
康
と
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
の
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
▼
母
子
健
康
手
帳
交
付
を
受
け
た
妊
婦
の
方
へ
３
万
円
の
助
成

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
・
妊
婦
歯
科
健
診
▼
妊
娠
出
産
育
児
に
関
す
る
教
室
等
の
開
催

妊
婦
健
診
受
診
票
の
交
付
▼
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
の
助
成

出
生
前

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

Cupid

BOOK

happy

marriage
!

　
白
鷹
町
で
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
誕
生
に
関
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
出
生
以
前
か
ら

　
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や

町ではどんな支援をしているのかなー？

よし、
いっし

ょに

見てみ
よう！

■ファミリーサポートセンター
　子育て経験・保育経験等がある協力会員が実施す

るサービス。町内に居住や勤務する人の、概ね小学

生以下の子どもの保護者が会員となり託児を依頼す

るものです。

申し込み・問い合わせ

子育て支援センター「にこぽーと」☎ 87-0083
※利用日の３日前までにお申し込みください。

利用料金

○平日（午前７時～午後７時）
　…１時間まで 600円、その後 30分ごとに 300円
○土日祝日

　…１時間まで 700円、その後 30分ごとに 350円
※２人目以降は半額になります。
※土日祝日利用の場合は町の助成制度があります。

協力会員・利用会員ともに随時募集しています！

　　 広報しらたか   2018. 9 4

■子育て支援センター「にこぽーと」
　絵本やボールプールなどの遊具のほか、育児相談

や子育て講座などを開催しています。

開 館  日～金 9:30～15:30
　　　（5/3 ～ 5、8/13 ～ 16、12/29 ～ 1/3、毎週 
　　　　土曜は休館となります）
住 所  鮎貝 7002（さくらの保育園、鮎っ子学童
　　　クラブと併設）☎ 87-0083

■子育て世代包括支援センター
　妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援で

子育てを応援します。相談室「紅 (あか )ほっぺ」

でゆったりとご相談ください。

開 館  月～金 8:30～17:15
 　　　（12/29 ～ 1/3、祝日を除く）
連絡先・場所  白鷹町健康福祉センター　

　　　　　　　健康福祉課健康推進係 ☎ 86-0210

誕
　
生

出
生
祝
金
▼
出
生
児
１
人
に
つ
き
５
万
円
贈
呈

白
鷹
っ
子
養
育
事
業
▼
出
生
児
の
保
護
者
に
誕
生
お
祝
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
絵
本
、子
育
て
情
報
誌
を
贈
呈

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成
▼
検
査
費
用
の
助
成

あ
か
ち
ゃ
ん
訪
問
▼
保
健
師
が
出
生
児
の
自
宅
を
訪
問
し
、
子
育
て
相
談
を
実
施

木
育
推
進
事
業
▼
９
カ
月
健
診
時
に
町
産
ス
ギ
材
で
作
っ
た
積
み
木
を
贈
呈

離
乳
食
教
室
▼
離
乳
食
に
関
す
る
情
報
提
供
や
調
理
実
習

し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業
▼
０
〜
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
化

保
育
料
軽
減
▼
国
が
定
め
る
保
護
者
負
担
基
準
額
の
概
ね
７
割
と
な
る
よ
う
独
自
に
保
育
料
を
設
定

多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業
▼
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
▼
２
千
円
助
成
を
２
回
（
13
歳
ま
で
）１
回
（
13
〜
15
歳
）

乳
幼
児
健
診
▼
３
カ
月
、
９
カ
月
、
１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ
月
、
３
歳
で
実
施

フ
ッ
素
塗
布
事
業
▼
１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ
月
、
３
歳
健
診
で
希
望
者
に
実
施

す
く
す
く
発
達
相
談
▼
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
と
ば
や
発
達
の
相
談
会

定
期
予
防
接
種
▼
子
ど
も
の
健
康
と
感
染
症
予
防
の
た
め
各
種
予
防
接
種
を
実
施

未
熟
児
養
育
医
療
事
業
▼
未
熟
児
で
出
生
し
入
院
が
必
要
な
乳
児
へ
医
療
費
の
助
成

乳
・
幼
児
期

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業
▼
新
入
学
児
に
町
内
産
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈

学
校
給
食
費
助
成
▼
保
護
者
負
担
を
据
え
置
く
た
め
食
材
高
騰
分
等
を
町
負
担
（
中
学
生
ま
で
）

ス
キ
ー
授
業
無
料
化
（
白
鷹
ス
キ
ー
場
）
▼
学
校
授
業
ス
キ
ー
リ
フ
ト
代
の
無
料
化
（
中
学
生
ま
で
）

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
健
診
事
業
▼
小
学
校
５
年
生
、
中
学
校
２
年
生

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
▼
町
内
４
小
学
校
各
校
区
内
に
児
童
の
放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
学
童
保
育
を
実
施

　
　
　
蚕
桑
小
学
校
…
蚕
桑
っ
子
ク
ラ
ブ
／
鮎
貝
小
学
校
…
鮎
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
　
荒
砥
小
学
校
…
エ
ン
ゼ
ル
イ
ン
し
ら
た
か
／
東
根
小
学
校
…
ふ
れ
あ
い
っ
子

放
課
後
子
ど
も
教
室
▼
蚕
桑
・
十
王
・
鷹
山
コ
ミ
セ
ン
に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
で
健
や
か
な
居
場
所
づ
く
り

小
学
校

割
と
な
る
よ
う
独
自
に
保
育
料
を
設
定

割
と
な
る
よ
う
独
自
に
保
育
料
を
設
定

vac
cin

e

BLOCKS

国の各種手当制度   

・児童手当

・児童扶養手当

・特別児童扶養手当
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認定区分ってなに

２・３号認定（保育認定）

●保育所を利用する場合や、認定こども園で保育を  
 　希望する場合に該当。
●未満児（Ｈ31.4.1 時点 3 歳未満児）は保育
　 　を希望する理由がなければ利用できない。

１号認定（教育認定）

●子どもが満3歳以上で、幼稚園を利用する場合
　や、認定こども園で教育を希望する場合に該当。
●保護者の就労状況に関わらず、すべての子どもが
　利用可能。
●休園日は、土・日曜日、祝日、夏・冬・春休
　み期間。（期間中は預かり保育を実施）

  

　保育所や認定こども園での保育を希望し、保育認定
（２・３号認定）を受けるためには、以下の「保育を
必要とする理由」に該当する必要があります。
●就労している（就労の形態は問わないが、一時預か
　りで対応可能な短時間労働は除く）
●疾病にかかっている、もしくは負傷している
●精神、身体に障害がある
●同居の親族を常時介護している
●災害復旧中
●就学中
※以下の理由に該当する場合は保育の利用期間に制限
　があります。
○妊娠中、または産後間もない（出産または出産予定
　日の前２カ月及び出産後３カ月）
○求職活動中（90 日間）
○育児休業中（育児休業対象児の出産後 1年を経過
　する日の属する月の末日まで） 

世帯の町民税

課税状況

１号認定

（教育認定）

３号認定

（３歳未満児）

２号認定

（３歳以上児）

非課税 ０～ 3,000円 ０～ 7,700円 ０～ 4,800円

課税
6,000～
20,000円

14,000 ～
50,000円

11,100 ～
36,000円

※生活保護世帯は一律０円

  

　白鷹町では保護者の方の負担軽減のため、保育料を
国基準の概ね7割となるように設定しています。また、
高校３年生以下のお子さんが３人以上いる家庭の第３
子以降の保育料を無料化しています。保育料は保護者
等の所得をもとに決定されますが、認定区分ごとの保
育料は右記の通りです。

？

　ひがしね保育園が
　０歳児から利用可能になります！

　平成 31年４月より、ひがしね保育園が０歳
児から利用可能となります。４月からひがしね
保育園の乳児クラスへ転園を希望される方も、

このたびの申請期間内にお申し込みください。

　年度途中入所（４月入所以外）を
　ご希望の方へ！

　年度途中に入所をご希望の場合も、お早めにご相談ください（利用調整

の都合上、入所希望月の３カ月前までにはご相談ください）。随時相談を
受付けてはいますが、入所希望月の施設の状況等により利用施設を調整さ

せていただくため、希望に添えない場合があります。ご了承ください。

　愛真こども園・よつばこども園
　オープンスクール（施設説明会）開催！

　愛真こども園とよつばこども園の施設説明会及び見学会

を 10月５日（金）に開催します。「園の雰囲気が知りたい」
「こども園ってどんなところ？保育園との違いは？」など、

入所を希望される方の疑問にお答えします。ぜひご参加く

ださい。

●日時　10月５日（金）午前 10時受付／ 10時 30分開始
●申込締切　10月３日（水）
【申し込み・問い合わせ】愛真こども園　☎ 85-3160

金）午前 10時受付／ 10時 30分開始
日（水）日（水）日（水）日（水）

申し込み・問い合わせ】愛真こども園　申し込み・問い合わせ】愛真こども園　申し込み・問い合わせ】愛真こども園　申し込み・問い合わせ】愛真こども園　☎ 85-3160

毎
週
水
曜
日
は
各
園
開
放
日
！

園
の
見
学
が
で
き
る
よ
♪

施設名 認定区分 定員
対象児童

（Ｈ31.4.1現在）

開所時間
（延長保育含む）

特別保育サービス バス

ひがしね保育園

☎85-5218
２・３号 90 ０～５歳 午前７時～午後７時

延長保育、一時預かり保育、

乳児保育（産休明け保育含む）、

障がい児保育

○

さくらの保育園

☎87-0081
２・３号 150 ０～５歳 午前７時～午後７時

延長保育、一時預かり保育、

乳児保育（産休明け保育含む）
○

保育所（対象区分：２号・３号認定）・・

※ひがしね保育園の障がい児保育の時間については、個別相談のうえ決定させていただきます。

申込期間

10月１日（月）～26日（金）午前９時～午後５時15分（※土日を除く）

・・認定こども園（対象区分：１号・２号・３号認定）

施設名 認定区分 定員
対象児童

（Ｈ31.4.1現在）

開所時間
（延長保育含む）

特別保育サービス バス

愛真こども園

☎85-3160

３号 60 ０～２歳

午前７時～午後７時
延長保育、一時預かり保育、

乳児保育（産休明け保育含む）
×２号 54 ３～５歳

１号 ６ 満３～５歳

よつばこども園

☎85-0084

３号 36 ０～２歳

午前７時～午後７時
延長保育、一時預かり保育、

乳児保育（産休明け保育含む）
○２号 48 ３～５歳

１号 ６ 満３～５歳

■対象者
・町内に住所がある方で、平成 31 年 4 月から新たに
　利用を希望する方
・現在利用中の施設から他施設へ転園希望の方
・認定こども園を利用中で、新たに認定区分（保育認
　定・教育認定）を変更したいという方
※町外の施設に入所希望の方も、はじめに白鷹町子育
　て支援係へご相談ください。
※現在利用中の施設を引き続き利用される方は、今回
　の申込期間内での手続きは不要です。
■申込方法　申込期間内に、後述の申込窓口まで申込
　書と添付書類を提出してください。
■申込書類　各施設及び健康福祉課内に用意してあり
　ます。

■申込窓口　
　２・３号認定 ⇒ 健康福祉課子育て支援係　　　　
　１号認定 ⇒ 各施設
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは各施設にて
　随時受付けます。

　出生前の仮受付も可能です！

■対象者　平成 31 年 2 月 1日までに生まれる予定の
　お子さんで、4月から保育所等の利用を希望する方
■申込書類　健康福祉課内に用意してあります。
■申込方法　申込期間内に後述の申込窓口まで提出し
　てください。（※名前は空欄で提出）
■申込窓口　健康福祉課子育て支援係

  利用の申し込みについて

 問い合わせ  　 健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

新入園児と転園希望児を募集します

平成31年４月からの

ま
っ
て
る
よ
～
♡
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駆
け
抜
け
た
夏
―
―

気
持
ち
を
つ
な
い
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー

心
ひ
と
つ
に
永
久
の
平
和
を
祈
る

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ

ゆ
ー
む
」
に
お
い
て
平
和
祈
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
列
し
、
過
去
に

お
け
る
戦
火
に
よ
り
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
代

表
の
長
岡
拓
海
さ
ん
（
鮎
貝
）

と
樋
口
悠
香
さ
ん
（
鮎
貝
）
に

よ
り
平
和
都
市
宣
言
が
朗
読
さ

れ
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

献
花
・
折
鶴
献
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
町
少

年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
平
和
へ

の
賛
歌
が
歌
わ
れ
、
そ
の
優
し

い
歌
声
と
と
も
に
参
列
者
一
人

ひ
と
り
が
平
和
へ
の
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
山
形
県
市
町
村

教
育
委
員
会
大
会
が
寒
河
江
市

民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
そ
の

席
上
で
、
町
教
育
委
員
会
の
前

委
員
の
竹
田
恵
美
さ
ん
へ
表
彰

状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

竹
田
さ
ん
は
、
平
成
21
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
30

日
ま
で
の
２
期
８
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
町
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
地
域
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
保
護
者
委
員

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
委
員
は
、
地
域
で
教
育

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
保
護

者
の
意
向
を
反
映
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
か
ら
任
命

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
竹
田

さ
ん
に
は
保
護
者
の
視
点
か
ら

の
ご
意
見
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

し
て
の
幅
広
い
見
識
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

竹
田
恵
美
さ
ん
に
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰
と

山
形
県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会
長
感
謝
状

感
謝
状
を
手
に
す
る
竹
田
さ
ん

　

８
月
５
日
、
第
13
回
蔵
王
坊

平
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
兼
第
21
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
及
び
第
43
回
蔵

王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
が
、
上
山
市
の
蔵
王
坊
平
高

原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
伝
、
そ
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
に
出
場
し
た
選
手
19
人

は
、
約
２
カ
月
間
積
み
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
。
女
子
チ
ー
ム
は
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
よ
り
残
念
な
が
ら
途

中
棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
選
手
一
人
ひ
と
り
が
熱

い
走
り
で
最
後
ま
で
気
持
ち
を

つ
な
ぎ
き
り
ま
し
た
。

男子チーム

 50分21秒（全国29位 /県内29位）

１区（3.0㌔） 小野　亨太 白鷹中３年
２区（1.9㌔） 菅　　陽翔 鮎貝小４年
３区（2.8㌔） 齋藤　瑛仁 白鷹中１年
４区（1.9㌔） 湯澤　一徳 蚕桑小６年
５区（2.8㌔） 遠藤　大樹 白鷹中３年

女子チーム 

途中棄権（全国－位 /県内－位）

１区（3.0㌔） 丸川　和紗 白鷹中３年
２区（1.9㌔） 菅　　結愛 鮎貝小６年
３区（2.8㌔） 片倉　もも 白鷹中２年
４区（1.9㌔） 菅原　紗希 東根小６年
５区（2.8㌔） 中村　咲楽 白鷹中２年

 小学生男子1500㍍
土屋　海音 蚕桑小４年

 小学生女子1500㍍
金子　凛音 蚕桑小４年
竹田あおい 荒砥小５年
髙橋　光希 東根小６年
鈴木　里菜 鮎貝小６年

 中学生女子3000㍍
児玉　　光 白鷹中３年
金田　千咲 白鷹中３年

第 13回蔵王坊平全国ジュニア駅伝競走大会
兼第 21回山形県ジュニア駅伝競走大会結果

第 43回蔵王坊平
クロスカントリー大会出場者

 中学生男子3000㍍
石山琥汰朗 白鷹中１年
髙橋　航士 白鷹中３年

優
し
く
温
か
い
歌
声
を
響
か
せ
た

少
年
少
女
合
唱
団
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まちのニュース

①
施
設
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
　

②
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
新
野
理
事
長

高
齢
者
の
よ
り
住
み
慣
れ
た
環
境
を
目
指
し
―
―

新
特
養
建
設
工
事
起
工
式

　

旧
西
中
学
校
の
跡
地
に
移
転

新
築
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
白
光
園
の
起
工
式
が
８

月
27
日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

（
新
野
晃
敏
理
事
長
）
が
運
営

す
る
現
白
光
園
は
、
昭
和
55
年

に
50
床
で
開
所
。
そ
の
後
、
増

築
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
長
期

入
所
１
１
０
床
、
短
期
入
所
30

床
で
経
営
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
利
用
者
の
居
住
環
境
改
善

に
向
け
て
個
室
化
を
目
指
し
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
た
び
の
施
設
移
転
が

決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
新
野

理
事
長
は
「
多
く
の
方
の
協
力

が
あ
っ
て
実
現
に
至
っ
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
き
っ
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
施
設
に
な
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
延
べ
床
面
積
約

７
８
０
０
平
方
㍍
で
、
町
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
木

造
平
屋
建
て
。
長
期
入
所
は

１
２
０
床
で
全
室
個
室
、
短
期

入
所
は
従
来
型
で
20
床
と
な
り

ま
す
。
工
期
は
平
成
32
年
１
月

31
日
ま
で
で
、
同
年
春
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

紅花生産量
白鷹町は今年も日本一

紅花加工品検品　今年の質も上々

　８月 28 日、山形県紅花生産組合連合会による紅花加工品（すり花、
紅餅、乱花）の検品作業が山形市内で行われました。
　検品では、生産者らによって色や乾燥の具合が確認されて１級もしく
は２級の等級に分けられますが、白鷹町の生産者 27人によって出荷さ
れた紅花加工品は、すべて１級品と認定されました。今年は高温少雨の
天候により花も小さく、収納量の減少が懸念されましたが、県内全体の
総収量は前年度の 240.1kg を上回る 260.7kg という結果になり、その
うち白鷹町の収納量は約６割を占める 148kg（速報値）となりました。
生産者の思いがこもった紅花加工品は、今年も全国へ出荷されます。

紅花摘みボランティアへのご協力ありがとうございました

　日本の紅（あか）をつくる町連携推進本部では、紅花生産増加を目指
し、町内小・中学校、高校、企業等へ紅花摘みボランティアの協力を募
り、７月９日～ 13日にかけ、蚕桑、東根、荒砥、鮎貝の４小学校の５・
６年生、荒砥高校、白鷹高等専修学校においては全校生徒の皆さん、総
勢 431 人の生徒に十王八卦地区の観光紅花畑の紅花を摘んでいただき
ました。その結果、総収量は45kgで、十王八卦地区の皆さんにより4.5kg
の紅餅に加工されました。また、ほかにも今季は町内企業の皆さんをは
じめとする、一般のボランティア 156 人に 182 ㎏の紅花を摘んでいた
だきました。
　紅花生産者の皆さんはもちろん、ボランティアで紅花を摘んでくだ
さった皆さんの力によって、今年も紅花生産日本一が達成されました。

１_紅餅が机の上に広げられ、一枚一枚

その品質がチェックされた　２_暑い中、

黙々と紅花を摘む児童たち

１

２

１

２
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Community Development Symposium

■
第
６
次
総
合
計
画
に
対
す
る

　

考
え
方
に
つ
い
て

Ｑ
．
東
京
五
輪
後
に
必
ず
不
況
が
来

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点
を

し
っ
か
り
考
慮
し
た
う
え
で
の
計
画

づ
く
り
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
東
京
五
輪
の
開
催
に
伴
い
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
平
成
31
年
10
月
か

ら
消
費
税
が
２
％
上
が
る
こ
と
は
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
国
内
外
の
情
勢
を

十
分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
町
の

あ
る
べ
き
姿
、
将
来
像
に
つ
い
て
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ

る
計
画
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
座
談
会
や
各
種
団

体
・
組
織
の
方
々
と
の
話
し
合
い
を

通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
の
意
見

を
吸
い
上
げ
、
総
合
計
画
へ
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
．
今
後
の
対
策
や
町
の
目
標
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
昨
年
、
町
で
は
人
口
減
少
緊
急

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
先
行
的
に
実
施
で
き
る
も
の
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
口
減
少
の
原
因

の
分
析
も
行
な
っ
た
結
果
、
特
に
20

～
30
代
の
若
者
が
町
外
に
転
出
し
て

い
る
と
い
う
傾
向
が
多
く
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
転
出
を
抑
制
し
つ
つ
、

移
住
者
を
増
や
す
こ
と
で
生
産
年
齢

人
口
を
キ
ー
プ
し
、
併
せ
て
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
子
ど
も
を

産
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
施
策
を
考

え
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
が
進
め
ば
財
政

規
模
も
小
さ
く
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

い
か
に
効
率
良
く
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
町
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
人
口
が
減
っ
て
い
く

こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
人
口

減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
将
来
の
世
代
別
人
口
推
計

　

に
つ
い
て

Ｑ
．
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
４
０

年
の
町
の
人
口
は
約
８
８
０
０
人
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
年
齢
比
率
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
Ａ
．
同
研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

平
成
32
年
の
時
点
で
高
齢
化
率
が

３
８
・
７
％
と
な
り
、
生
産
年
齢
人

口
と
呼
ば
れ
る
15
～
64
歳
の
人
口
は

６
５
３
１
人
、
65
歳
以
上
の
人
口
が

５
０
３
８
人
と
い
う
数
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
52
年
に
な
る
と
、
生

産
年
齢
人
口
は
３
９
０
２
人
、
65
歳

以
上
が
４
０
７
２
人
と
い
う
こ
と

で
、
ほ
ぼ
１
対
１
と
い
う
割
合
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
52
年
の
高
齢
化
率
は

４
６
・
２
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま

え
つ
つ
今
後
10
年
間
の
計
画
を
策
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
近
隣
市
町
と
の
連
携
や
合
併

　

に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て

Ｑ
．
今
後
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
や

合
併
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
そ
の
機
能
の
中
心
が
白
鷹

町
で
な
い
場
合
、
町
が
一
層
さ
び
れ

て
い
く
感
じ
が
す
る
。

Ａ
．
こ
の
た
び
本
町
は
米
沢
市
と
定

まちづくり座談会
　７月 18日から８月９日にかけて各地区コミュニティセンターで開催されたまちづくり座談会。

6地区で合計 293 人の方にご参加いただきました。
今年度は、まちづくりの総合的な指針となる第６次白鷹町総合計画について説明させていただき、

皆さんからさまざまなご意見をいただきました。ありがとうございました。
このたびいただいたご意見は、今後の計画策定のための参考にさせていただきます。
　ここでは、皆さんからいただいたご意見の中から主なものをお知らせします。

【問い合わせ】企画政策課情報係　☎ 85-6121

たくさんのご意見ありがとうございました！
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住
自
立
圏
の
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
が
連
携
で
き
る
も
の
は
一

緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
本
町
が
独
自

の
方
向
で
決
定
す
る
と
い
う
ま
ち
づ

く
り
は
引
き
続
き
行
な
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
人
口
や

財
政
が
減
っ
て
い
く
中
で
同
じ
よ
う

な
施
設
な
ど
が
増
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

町
か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
が
な
く
な
っ

た
り
、
逆
に
白
鷹
町
が
中
心
と
な
っ

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

■
商
業
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
．
川
東
地
区
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
と
い
っ
た
商
業
施
設
が
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
川

西
地
区
に
は
何
も
な
い
状
況
な
の

で
、
町
で
商
業
施
設
を
整
備
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
．
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
を
建
て

る
こ
と
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
が
あ
り
、
町
が
行
な
う
と
い
う
こ

と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、
現
在
、

商
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
件
に

関
し
て
は
相
当
な
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
西
地
区
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に

置
い
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
協
力
い

た
だ
く
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
．
空
き
家
の
活
用
や
管
理
に
つ
い

て
も
今
後
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
く
と
思
う
が
、
持
ち
主
の
意
向
調

査
も
行
な
っ
た
う
え
で
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

Ａ
．
町
に
は
現
在
６
７
８
棟
の
空
き

家
が
あ
る
と
把
握
し
て
お
り
、
持
ち

主
の
意
向
調
査
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
権
利
者
の
方
へ
は
税
務
出
納
課

か
ら
５
月
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
納
税
通
知
書
と
併
せ
て
「
適

正
管
理
の
お
願
い
」
と
い
う
こ
と
で

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は

町
の
総
合
計
画
の
重
要
課
題
の
一
つ

で
す
の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
と
い
う

「
使
う
」
部
分
と
、
危
険
な
空
き
家

の
「
取
り
壊
し
」、
所
有
者
の
「
適

正
管
理
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金

　
に
つ
い
て

Ｑ
．
重
要
度
は
非
常
に
高
い
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
。

Ａ
．
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
は
、

地
域
の
方
々
が
自
分
た
ち
自
身
で
考

え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
な
る
べ
く
制
約
の
な
い
も
の
に

し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

町
か
ら
ど
の
よ
う
に
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
指
定
は
し

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
さ
ら
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
と
い
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
地

域
の
中
で
話
し
合
っ
て
方
向
性
を
決

め
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
学
校
設
備
に
つ
い
て

Ｑ
．
町
内
の
全
小
学
校
及
び
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
現
在
、
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
場
合
に
事
業
費
が
ど
の
く

ら
い
必
要
な
の
か
を
調
査
し
て
い
る

状
況
で
す
。
国
や
県
の
支
援
制
度
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
財
政
的
に
も

し
っ
か
り
と
調
整
し
た
う
え
で
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
順
序

で
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
検

討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　掲載した内容のほかにも、有害鳥獣対策、緊
急情報伝達手段、道路の整備、地域資源の活用
など、幅広い分野にわたって意見交換を行ない
ました。いただいたご意見をまとめたものは企
画政策課及び各地区コミュニティ
センターでご覧いただけます。ま
た、町のホームページにも掲載し
ていますので、ご覧ください。
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2018
MACHIEKIDEN

●区間及び距離
区間 走者 距離 コース

S スタート 健康福祉センター前

1 小学生男子 1.7 健康福祉センター前～鈴木工務店前

2 小学生女子 1.1 鈴木工務店前～箕和田ポンプ庫前

3 小学生（男・女可） 1.3 箕和田ポンプ庫前～鮎貝地区コミュニティセンター前

4 女子（小学生女子可） 1.2 鮎貝地区コミュニティセンター前～あゆーむ西側入り口前

5 フリー 2.5 あゆーむ西側入り口前～蚕桑地区コミュニティセンター前

6 フリー 3.9 蚕桑地区コミュニティセンター前～広野広翔館前

7 女子（中学生以上） 1.9 広野広翔館前～東根小学校

8 中学生 2.5 東根小学校～荒砥高校職員駐車場前

9 壮年 2.1 荒砥高校職員駐車場前～山峡体育館前

10 フリー 2.7 山峡体育館前～元守谷商店前

11 フリー 1.9 元守谷商店前～中山姫松前

12 中学生 2.2 中山姫松前～中山公民館前

13 一般（高校生以上） 3.8 中山公民館前～鷹山山神前

14 フリー 2.3 鷹山山神前～宝前町公民館前

15 フリー 2.1 宝前町公民館前～ヤマラク前

16 壮年 1.4 ヤマラク前～健康福祉センター前

Ｇ ゴール 健康福祉センター前

計 34.6

【 問い合わせ】教育委員会生涯スポーツ係　☎85-6147 

雨 天 決 行
10/7 日

【開会式】午前８時 30分
【閉会式】昼 12時 15 分頃

2018
MACHIEKIDEN

●区間及び距離●区間及び距離
区間 走者 距離 コース

S スタート 健康福祉センター前

町誕生64周年記念
地区対抗駅伝競走大会
午前９時 30分スタート！

コース
が一部

変更

になり
ました

！

地
域
の
き
ず
な
を

   

た
す
き
に
込
め
て
―
―
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きつねまつり期間中の役場駐車場について

　
蚕
桑
紬
パ
ー
ク
の
冬
期
（
12
月
〜

３
月
）の
利
用
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
に
関
し
て

は
、
町
内
団
体
（
５
人
以
上
）
を
優

先
と
し
ま
す
の
で
、
調
整
会
議
は
町

内
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績
の

あ
る
団
体
に
は
別
途
様
式
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

10
月
22
日
（
月
）
午
後
5
時
ま
で

●
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
教

　

育
委
員
会
に
備
え
付
け
）

利
用
調
整
会
議

●
い
つ　

11
月
８
日（
木
）午
後
7
時
〜

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大
会

　

議
室

※
利
用
申
込
団
体
は
、
各
団
体
代
表

　

１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
は
、
申
込
期
間
内

　

に
利
用
申
請
の
提
出
が
あ
っ
た
団

　

体
の
み
参
加
で
き
ま
す
。　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

[FA
X
]

85

－

２
１
８
３

●
い
つ
　

・
11
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
11
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

　

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

●
募
集
内
容　

①
農
畜
産
物
販
売

②
加
工
食
品
・
展
示
販
売

③
飲
料
水
・
酒
類
販
売

●
出
店
料　

無
料
（
た
だ
し
、
電
気

　

使
用
の
場
合
は
実
費
相
当
分
を
負

　

担
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
申
込
期
限　

９
月
21
日
（
金
）
正

　

午
ま
で

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
実
行

委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
）
吉
村

☎
87

－

０
６
９
６

■ 

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
出
店
者
募
集

■ 

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
利
用
調
整
会
議

　まちづくり複合施設の工事に伴い、きつね
まつり期間中の役場駐車場は下図のとおりと
なります。皆様にはご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。

●期間　９月29日（土）午前８時
　　　～９月30日（日）午後１時

【問い合わせ】総務課防災管財係  ☎85-6122

お願い

建設
水道課

本庁舎

中央公民館

消防署
白鷹分署

倉庫棟

現場事務所・会議室

作業員休憩所・倉庫

工事区域

倉
庫

来庁者
駐車場
（斜線部）

車両は入れな
くなります。
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町からのお知らせ

みんなで障がい者を虐待から守りましょう

●
い
つ　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
昼
12
時

●
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
初
期

　

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
避
難
所

　

開
設
訓
練
な
ど

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン
が

　

鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ

　

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
時
、
周
辺
の
道

　

路
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
の　

　

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
防
災
管
財
係

☎
85

－

６
１
２
２

■ 

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

【障がい者の虐待にかかわる届出や通報、支援の相談の受付】健康福祉課福祉係　☎86-0111

障がい者虐待は次の３種類に分かれています

❶養護者（家族）による障がい者虐待
❷障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待

❸使用者（事業主や同僚）による障がい者虐待

どんな行為が障がい者虐待になるの？

　　　体的虐待…障がい者の体に暴行を加えた 
　　　り、正当な理由がなく障がい者の身体を
縛るなど、身動きのとれない状態にすること。
　　　的虐待…障がい者に無理やりわいせつな
　　　ことをしたり、させたりすること。
　　　理的虐待…障がい者に対する暴言や拒絶
　　　するなどの対応、不当な差別や言動によ
り精神的な苦痛を与えること。

身

心
性

　　　棄・放置…障がい者を放置し、食事や入
　　　浴、洗濯、排泄などの世話や介助をほと
んどせず衰弱させること。また、必要な福祉サー
ビスや医療、教育を受けさせないこと。
　　　済的虐待…本人の同意なしに障がい者の
　　　財産や年金、賃金などを使うこと。また、
障がい者に理由なく金銭を与えないこと。

虐待かな？と思ったらすぐにご相談ください

　障がい者虐待に気づいた人は行政の担当窓口
へ通報する義務があります。早めの対応や支援
が虐待されている障がい者だけではなく、虐待
している家族などが抱える問題の解決にもつな
がります。

放

経

障がいにつ
いて理解し

合い、

共に生きて
いきましょ

う！

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
身
近
に
あ
っ
た
商
店
が
減

少
し
、
特
に
高
齢
者
の
買
い
物
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

蚕
桑
地
区
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

御
用
聞
き
（
宅
配
）
事
業
の
実
証
実

験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

　

る
世
帯
の
方

②
車
な
ど
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま

　

た
は
自
信
が
な
い
方

③
注
文
や
会
計
な
ど
、
身
の
回
り
の

　

こ
と
が
で
き
る
方

※
会
員
制

年
会
費
・
配
達
料
な
ど

　

の
手
数
料
は
無
料

●
注
意
事
項

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

　

日
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

　

注
文
が
な
い
場
合
で
も
毎
週
訪
問

　

し
ま
す
。

※
同
居
し
て
い
る
方
で
も

自
身
の

　

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
場

　

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

【
蚕
桑
地
区
限
定
】

■ 

御
用
聞
き
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
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町からのお知らせ



山形県若者定着奨学金返還支援事業
「助成対象者」を募集します

２
次
募
集

  ● 助成金額

　助成候補者の認定を受けた年度以降に奨学金の
貸与を受けた月数に２万６千円を乗じた額を上限
に支援します。

（例）４年制大学を卒業した場合
　　　   26,000円×48カ月＝1,248,000円
　　　   を上限に支援します。

※白鷹町以外に居住した場合は、助成金額が1/2
　に減額となります。

  ● 応募について

　下記の必要書類を、大学卒業後に居住予定の市
町村へ持参、または郵送により提出してください。

▽  必要書類　　
❶山形県若者定着奨学金返還支援事業助成候補者
　認定申請書【市町村連携枠】
❷成績証明書（在学中の大学等の成績証明書）
❸家計支持者の所得に関する証明書（平成29年
　度分の源泉徴収票、取得可能な直近年の所得証
　明書の写し）
❹予約採用決定通知書、奨学金貸与証明書または
　奨学生
※書類は、それぞれ２部（原本及びその写し）提
　出してください。

▽  募集期間　
　９月14日（金）～ 10月15日（月）
　※郵送の場合は必着

【申請先・問い合わせ】
商工観光課商工振興係　☎87-0696

　町では、山形県と連携して、将来の担い手とな
る若者の町内回帰・定着を促進するため、奨学金
の返還を支援する事業の対象者を募集します。

  ● 募集対象者（次の各号に全て該当する方）

❶白鷹町内に居住し、山形県内の高等学校、特別
　支援学校高等部、専修学校高等課程を今年度に
　卒業した方
❷山形県内外の大学、大学院修士課程（博士課程
　前期）、高等専門学校（第４学年以上）、短期大
　学または専修学校専門課程（以下「大学等」と
　いう。）に来年度進学予定、または在学する方
※高等専門学校の在学者の場合は、①の要件は山
　形県内の中学校または特別支援学校中等部を卒
　業した方を含む。
❸日本学生支援機構の第一種奨学金（無利子）及
　び第二種奨学金（有利子）の貸付を希望する方
　または貸与を受けている方
❹大学等を卒業後６カ月以内に、山形県内に居住
　かつ就業し、その後３年間継続する見込みの方
❺次の対象産業分野への就業を希望する方。ただ
　し、公務員は対象外です。
　⑴商工分野　⑵農林水産分野　⑶建設分野　
　⑷医療・福祉分野（医師、看護師、介護福祉士、
　　保育士を除く）

  ● 募集人数：３名

　書類審査により認定し、文書で通知します。な
お、募集人数を上回る応募があった場合、書類審
査等により選考します。
※募集人数を上回る応募があった場合には、助成
　対象者に認定されない場合があります。

就業（１年目）大
学
等
卒
業

日本学生
支援機構

奨学金返還 奨学金返還 奨学金返還 奨学金返還 奨学金返還 奨学金返還

　就　業　就　業就業（３年目）就業（２年目）

※就業後３年間奨学金返還することが助成の要件となります。

　就　業就業（３年目）

山形県若者定着奨学金返還支援事業

支

援

事業のしくみ
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町からのお知らせ

宝くじの社会貢献広報事業

宝くじの助成金で整備されました

　
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

長
井
白
鷹
建
設
組
合
（
松
木
文
典
組

合
長
）
に
よ
る
学
校
施
設
修
繕
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
８
月
19
日
、
長
井
及
び
白
鷹

２
市
町
の
小
中
学
校
６
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
同
組
合
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
本
町
で
は
荒
砥
、
東

根
小
学
校
及
び
白
鷹
中
学
校
の
３
校
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
16
人
が
各

現
場
に
分
か
れ
、
教
室
壁
・
壁
紙
の
は

が
れ
修
繕
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど

を
実
施
。
荒
砥
小
学
校
で
は
、
石
灰
小

屋
内
部
の
ベ
ニ
ヤ
板
の
張
替
え
を
し
て

い
た
だ
き
、
組
合
員
の
方
は
「
ま
た
来

年
も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
汗
を
拭
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荒砥小学校の石灰小屋内部のベニヤ

板を手際よく張り替える建設組合員

広
告

全 国 建 設 労 働 組 合 総 連 合
３６０

　宝くじの受託事業収入を財源として実施している住
民のコミュニティ活動の推進を目的とした「コミュニ
ティ助成事業」を受けて、十王地区コミュニティセン
ターにテントやテーブル、和机、肘なしチェアが整備
されました。整備された備品は８月11日に開催した
『十王夏まつり』でもさっそく使用されました。

《事業内容》

●事業主体　十王地区自治振興会
●助 成 額　250万円
●事業期間　平成30年６月１日～７月27日
●事業内容　

　肘なしチェア   64脚／チェアポーター台車   ３台／
　フラップテーブル　20台／和机（脚折りたたみ式）
　20台／イージーアップテント（３m× ６m）３張

【問い合わせ】　
企画政策課コミュニティ推進係　☎87-0830

４３

１_イージーアップテント　２_和机　３_フラッ

プテーブル　４_肘なしチェア

１

２
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ま
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
―
―
―

正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

ペ

ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
を

は
が
し
て
く
だ
さ
い

　

ボ
ト
ル
本
体
と
ラ
ベ
ル
や
ふ

た
は
素
材
が
異
な
り
ま
す
。
分

別
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
量
が
増

え
ま
す
。

ガ
ス
抜
き
と
分
別
は

確
実
に
行
な

て
く
だ
さ
い

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
の
中
に
は
可

燃
性
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ガ
ス
が
残
っ

た
ま
ま
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等

に
よ
り
、
収
集
車
の
中
で
ガ
ス

が
漏
れ
、
ご
み
同
士
の
摩
擦
に

よ
っ
て
発
生
す
る
火
花
で
引
火

し
、
火
災
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な
る

と
、
車
両
に
被
害
が
発
生
す
る

だ
け
で
な
く
、
収
集
作
業
員
の

命
に
関
わ
っ
た
り
、
周
辺
を
巻

き
込
ん
だ
大
規
模
な
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

生
ご
み
の
水
切
り
が

ご
み
減
量
に
な
り
ま
す

　

生
ご
み
の
80
％
は
水
分
で

す
。
捨
て
る
前
に
ギ
ュ
ッ
と
ひ

と
し
ぼ
り
す
る
こ
と
で
、
悪
臭

や
腐
敗
の
防
止
、
さ
ら
に
は
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

知らなきゃマズい !?
ごみのあれこれ。
　私たちの生活の身近にあるさまざまなごみ。皆さんは、そんなごみの正しい分け
方や出し方はご存知ですか。普段なんとなくごみを出しているけど、実は間違った
出し方をしているかもしれません。今回は、特に注意が必要なごみの出し方や、知っ
ておくべきごみの知識をご紹介します。ごみについて、一緒に考えてみましょう。

「食品ロス」をご存知ですか？

　「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨て

られている食べもののことです。

　日本の「食品ロス」は年間500万～ 800万 t。
この数字は、世界中で食べ物が足りなくて苦し

んでいる人々への世界各国からの食糧援助量の

約２倍です。食べ物を捨てることは、その生産
に使われた土地、水、エネルギーなどの貴重な

資源も無駄になります。

　食事を食べ残さないことや、食べられる分だ

け注文することがごみの減量につながります。

ごみの不法投棄・野焼きは犯罪です！

　廃棄物を公共の河川や道路はもちろん、山

林、田畑などへ捨てたり、放置することは自分

の土地であっても、法律で禁止されています。

　また、ドラム缶・一斗缶・ブロック囲い、そ

の他不適切な焼却炉で家庭ごみ等の廃棄物を焼

却することは、一部の例外を除いて、法律によ

り禁止されています。

【罰則】

５年以下の懲役、1,000万円以下の罰金のいず
れか、または両方（廃掃法第25条）

ご
み　私たちの生活の身近にあるさまざまなごみ。皆さんは、そんなごみの正しい分け
方や出し方はご存知ですか。普段なんとなくごみを出しているけど、実は間違った

ご
み

捨てる前に
もう一度確認！

　　 広報しらたか   2018. 9 20

使用済みの小型家電と古着を無料回収します

　町民の皆さんで一層のごみ減量化に取り組むことを
目的に、家庭で使わなくなった小型家電等を無料回収
します。
　回収された小型家電は、鉄やアルミ、銅などの有用
金属に再資源化され、古着は東南アジアやアフリカで
再利用されます。

■小型家電類

電話機

電話機

ファクシミリ（インクは外す）

携帯電話・スマートフォン

公衆用 PHS
×ダイヤル式電話

パソコン類

パソコン（デスクトップ型本体、

ノート型、モニター一体型）

液晶モニター

タブレット

ワープロ（インクは外す）

プリンター（インクは外す）

キーボード

マウス

テンキー

USBメモリ
メモリーカード

ハードディスク

基盤

ハブ、ルーター等周辺機器

×ブラウン管モニター

×レーザープリンター

×業務用プリンター等の複合機

ゲーム機

据置型ゲーム機

携帯型ゲーム機

ミニ電子ゲーム機

ゲーム機用コントローラー

カセット型ソフト

×ディスク型ソフト

カメラ

デジタルカメラ

ビデオカメラ（放送用除く）

レコーダー・プレーヤー

ビデオテープレコーダー

DVDプレーヤー・HDDレコーダー
BDプレーヤー・HDDレコーダー
デジタルオーディオプレーヤー

（フラッシュメモリ／ HDD）
テープレコーダー

CDプレーヤー
MDプレーヤー
ICレコーダ－
ラジオ

CDラジカセ（スピーカー一体型コ
ンポ）

ＴＶチューナー関連

地上デジタルチューナー

CSデジタルチューナー
BS／ CSアンテナ
ケーブルテレビSTB
×テレビ本体

カー用品

カーナビゲーションシステム

カーテレビ

カー DVD
カーステレオ

カー CD
カーMD
カーアンプ

カーチューナー

カーラジオ

VICSユニット
ETC車載ユニット
その他

プロジェクター

チューナー、アンプ（ギター・ベ

ースアンプ×）

ヘッドホン、イヤホン

通信カラオケ

レーザーディスクカラオケ

電子書籍

電子辞書

ケーブル

充電器

アダプター

プラグ、ジャック

×電卓

×電池類

×リモコン

■古着類

シャツ、ズボン、子供服、着物、帯、

ベルト、ぬいぐるみ　等

×油、泥がついたもの

×濡れているもの

×そのまま着られないもの

■靴類（長靴・ブーツ・スリッパ除く）

両足そろっていて履けるもの

■バック（ランドセル含む）

使用できるもの

※電池は外して出してください。

※個人情報が含まれるものは、必ず記録

　内容を消去してから出してください。

※古着等は、透明または半透明な袋に

　入れて出してください。

※×のついているものは出すことがで

　きませんので、ご注意ください。

●日時　９月29日（土）午前10時～昼12時
●場所　白鷹町文化交流センター　あゆーむ　駐車場
●料金　無料
●対象品目　下記のとおり
●回収方法　直接ご持参ください。
【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎85-6131

回収品目一覧

小
型
家
電
＆
古
着
無
料

回
収
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
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●国民健康保険に加入されている皆様へ 国保
限度額適用認定証の手続きについて
　国民健康保険に加入されている方の
医療費が高額になると見込まれる場合、
「限度額適用認定証」（町民税非課税世帯
の方は「限度額適用・標準負担額減額認
定証」）を医療機関の窓口に提示すると、
保険診療分の医療費の支払いが限度額ま
でとなります。
　認定証の交付には申請が必要になり、
申請した月から有効となりますので、お
早めにお手続きください。交付を受けた
方は、忘れずに医療機関の窓口に提示し
てください。

●対象者
① 70歳未満の方
② 70歳～ 74歳の町民税非課税世帯の方
③下記の表中の現役並み（３割負担）のⅠ、Ⅱの方（該
　当の方には申請のご案内を送付しています。）

※下記の表中、現役並み（３割負担）のⅢに該当する方
　と一般に該当する方は、認定証の交付を受けなくても

　支払いは限度額までとなるため、申請は不要です。

※国民健康保険以外の方は、勤務先にご相談ください。

●申請窓口　役場１階　町民課２番受付
●持ち物　保険証・印鑑・対象者と世帯主の個人番号が
　わかるもの（通知カードまたは個人番号カード）

70 歳以上の方の限度額が８月から変更になりました
●平成 30年７月までの上限額（70歳以上）

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

課税所得

145万円
以上の方

57,600円

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％
〈多数回44,400円*〉

課税所得

145万円
未満の方

14,000円
年間上限額

144,000円

57,600円
〈多数回44,400円〉

Ⅱ町民税
非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ町民税非
課税世帯

年金収入80
万円以下など

15,000円

〈 〈

現
役
並
み（
３
割
負
担
）

（ （

●平成 30年８月からの上限額（70歳以上）

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

Ⅲ課税所得

690万円以上の方
252,600円＋（医療費－842,000円）×１％

〈多数回140,100円*）

Ⅱ課税所得

380万円以上の方
167,400円＋（医療費－558,000円）×１％

〈多数回93,000円*）

Ⅰ課税所得

145万円以上の方
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

〈多数回44,400円*）

課税所得

145万円未満の方

18,000円
年間上限額

144,000円

57,600円
〈多数回44,400円〉

Ⅱ町民税
非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ町民税
非課税世帯

年金収入80
万円以下など

15,000円

〈 〈

（ （

町
民
税
非
課
税

一
般

＊）過去 12カ月以内に３回以上、上限
　　額に達した場合は、４回目から「多
　　数回」該当となり、上限額が下がり

　　ます。

８月から上記の表中の太枠に該当される方も入院等
で、医療費が高額になる場合には、「限度額適用認
定証」の申請が必要になりました。

【問い合わせ】町民課国保医療係　☎ 85-6130
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地域包括支援センター ℡86-0112

●利用料　１回 200 円（送迎はありません）
※内容によって利用料金がかわる場合があり
　ます。活動内容及び料金については、毎月
　広報しらたかに掲載します。
●担当　健康福祉課地域包括支援センター係
　　　　☎ 86-0112
【問い合わせ・事務局】
「支えあう地域づくりなないろの会」
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

「つどいの場  にじ」で
楽しい時間を過ごしませんか？

くらしの

知識

【問い合わせ】 

町民生活相談センター

（町民課くらし環境係）

☎85-6131
置賜消費生活センター

☎0238-24-0999

vol.65

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　住民が主体となって運営している、みんな
の居場所「つどいの場  にじ」では、住み慣
れた地域でいつまでも元気にいきいきと暮ら
し続けることを目的に、いきいき百歳体操や
笑いヨガ、趣味活動、茶話会、昼食会などを
行なっています。
　だれでも気軽に参加することができます
が、介護予防が必要な方には、地域包括支援
センターが簡易な介護予防計画を作成し、介
護予防の支援を行なっています。
　子どもからお年寄りまで、どなたでも気軽
にお立ち寄りください。お待ちしています。

●対象　どなたでも
●場所　「つどいの場  にじ」（鮎貝 3235）
●期日　毎週火・金曜日／午前 10 時～昼 12 時

マルハニチロ
白鷹工場

至荒砥

至
鮎
貝

小
学
校

「つどいの場 にじ」
（鮎貝3235）

事
例

  □ 一般の住宅に、消火器の設置義務及び交換頻度のきまりはありません。

  □ 消防署は、消火器の販売・あっせんをしません。

  □ 少しでも不審な点があるときは、その場で契約や点検には応じず、きっぱり  

　   断りましょう。

▼ ▼アドバイス！

　突然、見知らぬ男が「消火器の点検に来まし

た」と訪問してきた。消防関係の人かと思い自宅

の消火器を点検してもらったが、その男から「消

火器は期限が切れているので交換しなければなら

ない」と言われ、高額な消火器を買わされた。

消火器の訪問販売にご注意！
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　町報川柳　― 特 ―　　 

次回「車」九月二十五日まで／「花」十月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

    荒砥駅で展示やってます！
皆さんぜひ見に来てください

地域おこし協力隊　三浦 康

観光協会で活動中！

白鷹町地域おこし協力隊展 2018

［場所］荒砥駅展示スペース

［開館］午前 10時～午後４時（年中無休）
［期間］９月 11日（火）～ 11月末（予定）

　白鷹町地域おこし協力隊の個性あふれるグループ展示を開催します。石井はフ

ラワー長井線の前身置賜軽便鉄道と白鷹にまつわる歴史、養蚕文化など。遠藤と

茅野はふたりで来春開業を目指す古民家ゲストハウス「くらし noie蔟（まぶし）」
（町内中山地区）のあれこれ。三浦は荒砥駅近辺からも望むことができる日本百

名山の飯豊連峰で撮影した山の写真を展示します。隊員３名は協力隊卒業年度を
迎え、４名揃って展示をを行う最後の機会となります。ぜひご高覧ください。
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 ８月 ８月

月　日 行　　事　　名
8月 1日 まちづくり座談会 ［荒砥地区］

8月 2日
山形県砂防協会通常総会並びに創立 70 周年記
念式典

8月 3日
山形県後期高齢者医療広域連合議会定例会

3市 5町消防団長 ・消防長会懇親会

8月 4日 こぶしの家夏まつり

8月 5日
日本の紅 （あか） をつくる町推進拠点施設安全
祈願祭並びに全面オープン記念式典

8月 6日
置賜広域行政事務組合理事者研修　～ 7日まで
（神奈川県ほか）

8月 8日 まちづくり座談会 ［鮎貝地区］

8月 9日
内閣府サテライトオフィスにかかる市町村訪問

まちづくり座談会 ［東根地区］

8月 10日 徳島県上板町表敬訪問ほか　～ 12 日まで（徳島県）

8月 15日 平和祈念事業

月　日 行　　事　　名
8月 15日 白鷹町成人式

8月 16日 八乙女八幡神社例大祭

8月 18日 聰明会夏祭り

8月 21日 区長会連合会視察研修　～ 22 日まで （茨城県）

8月 23日
産建文教常任委員会

産建文教常任委員協議会

8月 27日

決算審査報告

新特養建設工事起工式

定例課長会

8月 28日
山形県消防補償等組合議会定例会

議会運営委員会

8月 29日 国道 13 号整備促進期成同盟会総会

8月 30日 県町村会総務委員会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

8月 6日
献酒 3,200　 鮎貝八幡宮交通安全祈願祭

献花 15,000　 元町議会議員弔慰生花

8月 8日 贈答品 30,000　 故渋谷佐内氏叙勲

8月 15日
御祝 3,000　 陽光学園夏まつり

御祝 3,300　 こぶしの家夏まつり

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
8月 17日 御祝 3,000　 聰明会夏祭り

8月 23日 御祝 3,000　 山口蓮まつり

8月 27日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

8月 29日 御祝 5,000　 川西町地酒と黒べこまつり

計 70,500　

　今年は例年になく猛暑続きで、長い夏だったよ

うに思います。気がつくと、虫の声や涼しくなっ

た風に秋の訪れを感じます。

　10月は毎年恒例の、白鷹町産の食材だけで給

食を作る「白鷹 FOOD（風土）恵みの日」を実施

します。この行事は生産や流通に携わる多くの方

々、調理をしてくださる方々、そして豊かな農産

物を育む白鷹の気候・風土に感謝する心と、この

豊かな自然を守り続けていこうとする郷土愛を育

むことを目的に実施します。

　白鷹の秋の味覚を子どもたちに味わってもら

い、感謝する気持ちを子どもたちの心に育ててい

きたいと思います。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― おらほの食材 ―

米・小松菜・じゃがいも・かぼちゃ・にんじん・里芋・ごぼう・

パプリカ・にんにく・ねぎ・しいたけ・きくらげ・ミニト

マト・中玉トマト・りんご・メロン・菊・大豆・みそ等
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

【白鷹町】
「こころの健康相談会」臨床心理士による相談
●日程　11月 13日（火）・平成 31年３月５日（火）
●時間　午前９時 30分～・10時 30分～
※１日２組（予約制）
●申し込み　健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210
※祝祭日、年末年始を除く平日の午前８時 30分か
　ら午後５時 15分まで保健師による相談も受付け
　ています。なお、保健師不在の際には折り返しご

　連絡しますので、連絡先をお伝えください。

【山形県保健福祉センター】　
心の健康インターネット相談
　県内にお住まいの方が利用でき、携帯電話、スマー

トフォン、パソコンのいずれからでも相談できます。

ご利用の方は山形県精神保健福祉センターホームペ

ージ（http://www.pref.yamagata.jp/ou/kenkofuku
shi/091013/kakusyusouman.html）からアクセスし
てください。

９月 10 日から 16 日は自殺予防週間です。
今回は、こころの健康についてお知らせします。

ご存知ですか？

うつ予防の「さしすせそ」

　

毎
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落
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だ
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うつ予防の「さしすせそ」※

さ：散歩／毎日の生活で気分転換やリラックスできる時
間を持ちましょう。体を動かせば気分も爽快！
し：食事／うつ病予防のため、脳の働きを良好に保つに
はバランスのよい食事も大切です。家族のコミュニケー
ションの場としても毎日の食事を大切に。
す：睡眠／とにかくゆっくり休みましょう。
せ：生活リズム／規則正しい生活リズムが体の調子を整
えます。
そ：相談しよう／早めの相談、受診がうつ病の早期回復
につながります。

うつ病の方に対しての接し方のポイント※

・とにかくゆっくり休ませる
・規則正しい生活のサポートをする
・基本は普通に接する
・無理に特別なことはしない
・体調をいちいち聞かない
・励まさないで話を聞き共感する
・自殺のサインを感じたら主治医や保健師に相談する　

※平成 29 年度こころのサポーター養成研修会（講師：米沢

　こころの病院 土屋智彦 精神科認定看護師）より

【山形県精神保健福祉センター】
心の健康相談ダイヤル　☎ 023-631-7060
●受付時間　月～金曜日／午前９時～昼 12時及び
　午後１時～５時（祝祭日・年末年始を除く）
★９月 10日から 16日の自殺予防週間の期間は下
　記でも相談を受付けます。

［こころの健康相談統一ダイヤル ☎0570-064-556］
●受付時間　９月 10日（月）～ 16日（日）
　　　　　　午前９時～午後５時
※ PHS、IP電話、プリペイド式携帯電話、列車公  
　衆電話からは接続できません。

おこなおう まもろうよ こころ

「あなたを心配しています」
そのひとことで気持ちが楽になります。

町では今年度もこころのサポーター養成研修を
３月の自殺対策強化月間に開催します。

詳細が決まりましたら広報でお知らせします。
自分自身のこころの健康のためにも

ぜひご参加ください。

こころの健康についての相談はこちらへ！

・
・
・
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［ 中央公民館展示案内 ］

［日時］10月６日（土）午前10時～
［場所］中央公民館

第 378 回　おはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎10月の休館日：１・８・15・21・29日

◎開館時間 :  午前９時～午後６時　
※ 10 月から午後６時閉館になります。

図書館だより

●今月の新購入図書 掲載しているのは一部ですので、お気軽にお問い合わせください。

書 名 著 者 名 出 版 社

襲来　上・下 帚木　蓬生 講 談 社

蝶のゆくへ 葉室　　麟 集 英 社

シンドローム　上・下 真山　　仁 講 談 社

インジョーカー 深町　秋生 幻 冬 舎

夏空白花 須賀しのぶ ポ プ ラ 社

悪玉伝 朝井まかて 角 川 書 店

書 名 著 者 名 出 版 社

引火点 笹本　稜平 幻冬舎

最後まで、あるがまま行く 日野原重明 朝日新聞出版

百歳人生を生きるヒント 五木　寛之
日経プレミア
シリーズ

サリン事件死刑囚　

中川智正との対話

アンソニー・
トゥー

角川書店

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

10月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●１階ロビー
《美術コーナー①》　　　　　　　　
絵画「とおりゃんせ」／谷口ようこさん
展示期間：10月１日より 11月 30日まで
《美術コーナー②》　
あゆーむカレッジ　アートキッズ団作品展
展示期間：９月に引き続き 10月 31日まで
●１階フロアー
《書道コーナー》
髙梨翠舟さん（十王）・齋藤恵華さん（滝野）
展示期間：10月１日より 11月 30日まで

《
わ
た
し
が
薦
め
る
一
冊
》

　
図
書
館
協
議
会
委
員
　
竹
田
　
光
子

　
エ
ン
ジ

ル
フ
ラ
イ
ト　

国
際
霊
柩
送
還
士

　
　

佐
　々

涼
子
／
著

　

八
月
に
入
る
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
の
慰
霊

日
、
終
戦
記
念
日
、
飛
行
機
事
故
の
慰
霊
祭
…
と
亡

く
な
っ
た
方
を
偲
ぶ
日
が
続
き
、
生
と
死
を
感
じ
る

こ
と
の
多
い
時
期
で
す
。
山
形
を
舞
台
に
し
た
「
お

く
り
び
と
」、
今
夏
公
開
さ
れ
た
「
ゆ
ず
り
は
」
で

も
葬
送
の
仕
事
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
フ
ラ
イ
ト
」
は
国
際
霊
柩
送

還
士
の
仕
事
に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
海

外
で
不
慮
の
事
故
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
日
本

に
戻
っ
た
時
、
で
き
る
だ
け
生
前
に
近
い
形
で
遺
族

に
再
会
で
き
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
い
る
お
く
り

び
と
の
仕
事
に
密
着
し
た
著
書
で
す
。
表
に
出
る
こ

と
も
な
く
、
死
者
の
尊
厳
に
向
き
合
う
姿
、
そ
れ
は

真
摯
で
あ
り
、
ま
た
壮
絶
な
も
の
で
す
。
人
に
知
ら

れ
ず
と
も
、
欠
か
せ
な
い
仕
事
、
そ
れ
を
知
る
一
端

と
な
る
作
品
で
す
。

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ④ ⑤ ６

７ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 13

⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 20

㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ 27

㉘ ㉙ ㉚ ㉛

ア

ト
キ

ズ
団
作
品
展
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10 月 19 日（金）／荒砥高校体育館
［午前］
①記念式典　
②記念講演／講師：風戸　強　氏（作詞家・鮎貝出身）
　　　　　　《荒砥高校　昭和 44年度卒業》
　　　　　　（主な作品）クラス合唱曲「明日に渡れ」
　　　　　　　　　　　　「光の中へ」「愛のコーラス」他多数
　　　　　　ゲスト：飛澤宏元　氏（作曲、編曲家）
［午後］
③記念事業：合唱コンクール　
（※１）保護者、卒業生、一般の方の参加は、上記②と③のみとなります。

（※２）荒高祭の一般公開日は、翌日の 10月 20日（土）を予定

　　　 しています。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　地区大会では創部以来３度目、昨年に続き「優秀
賞」を受賞し県大会出場を果たしました。県大会で
は、高校小編成の部参加校 17校中７位と大健闘し
たものの、金賞までもう少しの「銀賞」受賞となり
ました。本当にあと一歩でした。
　吹奏楽部が練習の成果を地域に披露し、園児に音
楽の楽しさを知ってもらおうと、毎年夏休みに町内
の保育園を訪問し演奏を行っています。今年は、８
月７日に「愛真こども園」を訪問。園児になじみの
アニメ曲を演奏したり、1年次生 6人によるハンド
ベル演奏、楽器を紹介したり、楽器に触れる体験も
企画し、園児と一体となった活動でした。

荒高掲示板 
・創立 70周年記念式典

・吹奏楽部の活躍 

吹奏楽部『県大会銀賞受賞』及び『保育園訪問演奏』

１_県大会での集合写真　２・３_訪問演奏会の様子

４_ハンドベル演奏

１ ２

３ ４

荒砥高校　
創立70周年記念式典並びに記念講演

広
告

9 00 12 00

15 00 17 30

医療法人社団  聰 明 会 白鷹町大字十王５０５９－１３  ＴＥＬ ０２３８－８５－５６７８

働きやすい職場環境づくりに力を入れています！ 私たちと一緒に働いてみませんか？

・白鷹あゆみの園 通所リハビリテーション

・白鷹あゆみの園 訪問リハビリテーション

・みゆき 通所リハビリテーション

・みゆき 指定居宅介護支援事業所

白鷹町大字十王 5087-1 TEL 0238-85-5678

入所ご希望の方は、いつでもご相談ください

白鷹町大字十王 5059-13 TEL 0238-85-5533

休診日/日曜・祝日・土曜午後 ☆水曜午後は手術・予約外来

看護師・作業療法士・理学療法士・介護福祉士・事務員・運転手・パート 募集
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広
告

0238-87-8000

　　

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

●歩行者安全ポイント

□道路横断時、手や横断旗で横断する意思を表し、

　横断開始時と横断中の二度確認 !

□夕方からの外出は、明るい色の服装と夜光反射材

　着用の徹底 !

●自転車利用者安全ポイント

□「車両である」の意識徹底と交通ルールの遵守

□夕暮れ時は自転車前照灯の早め点灯 !

□夜の利用は控える

●運転者安全ポイント

□早めのヘッドライト点灯で自車の存在を周りにア

　ピール !

□ヘッドライトのこまめな切り替えによる、ハイ

　ビーム（前照灯の上向き）活用 !

□後部座席を含めた全席シートベルト・チャイルド

　シート着用の徹底 !

□飲酒運転は絶対に「しない ! させない ! 許さな

　い！」意識の徹底 !

□横断歩道場所では、横断者がいないか確認、横断

　者がいるときは必ず停止 !

□一時停止場所では「しっかり止まってはっきり確

　認」を徹底 !

□追突事故を起こさないため、前車が急停止しても

　危険を避けられる車間距離を確保 !

交通安全街頭指導強化の日
期間：９月 25日（火）・30日（日）

　日没が早まる秋以降は、夕暮れから夜間にかけて

重大な交通事故の多発が心配される時期です。交通

事故防止のための具体的な行動を実践しましょう。

　　期間：９月 21日（金）～ 30日（日）
　　　30日（日）は「交通事故死ゼロを目指す日」

❶子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢
　運転者の交通事故防止

❷夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の
　交通事故防止（特に、反射材用品等の着用

　の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

❸全ての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底

❹飲酒運転の根絶
❺運転者の基本ルール遵守の徹底

運動の重点

秋 の交通安全県民運動

第57回山形県少年の主張大会
～いま伝えたい  私のメッセージ～

　少年の健全育成を目的として開催されま
す。ぜひ、次代を担う中学生たちの熱い思い
を聞いてください。
●開催日時　９月 24日（月）午後 1時開会
●開催場所　山形国際交流プラザ「ビックウ
　イング」2階会議室
●出場者　山形県内各地区の予選会を勝ち抜
　いた中学生
●入場料　無料
●主催　公益社団法人山形県防犯協会連合会
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チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　  

山
形
２
０
１
８

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
い
つ　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

●
ど
こ
で　

文
翔
館

●
内
容　

講
演
会
「
居
場
所
」
の
な

い
男
、「
時
間
」
が
な
い
女
（
講
師
…

水
無
田
気
流　

氏
）
※
要
申
込
／
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ

ー
、
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー
、
そ
ば
打
ち

実
演
／
高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス　

等

●
参
加
費　

無
料

※
無
料
託
児
所
あ
り
。
9
月
28
日

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

　

Ａ
Ｋ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
（
キ
ッ
ズ
ダ

　

ン
ス
）

【
白
鷹
町
】
白
鷹
日
本
舞
踊
子
ど
も

　

教
室
（
日
本
舞
踊
）

【
飯
豊
町
】
飯
豊
町
少
年
少
女
合
唱

　

団
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」（
合
唱
）

●
入
場
料　

無
料

●
主
催　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
山

形
県
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課
連
携
支

援
室
内
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
２
１

白
鷹
町
卓
球
大
会
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

団
体
戦
は
４
人
１
組
で
２
単
・
１
複

で
当
日
申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

な
お
、
個
人
戦
は
４
人
で
予
選
リ
ー

グ
を
行
な
い
、
各
リ
ー
グ
上
位
２
名

に
よ
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
な

い
ま
す
。
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
も
行
な
い

ま
す
が
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル

を
適
用
し
、
個
人
戦
の
硬
球
の
部
と

の
掛
け
持
ち
参
加
は
不
可
と
し
ま
す
。

●
い
つ　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

●
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

●
種
目

①
団
体
戦
（
４
人
１
組
で
２
単
・
１

　

複
。
事
前
に
メ
ン
バ
ー
を
組
ん
で

（
金
）
ま
で
に
事
前
申
込
が
必
要
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１

  

置
賜
こ
ど
も
芸
術
祭
２
０
１
８

  

舞
台
芸
術
部
門
開
催
の
お
知
ら
せ

　

置
賜
各
地
で
伝
統
芸
能
な
ど
の
文

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
舞
台
上

で
の
、
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な

姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
場
／
１
時
30
分
開
演

●
ど
こ
で　

高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

（
ま
ほ
ら
）

●
出
演
団
体

【
米
沢
市
】
伝
国
の
杜
こ
ど
も
狂
言

　

ク
ラ
ブ
（
狂
言
・
小
舞
）

【
長
井
市
】
長
井
市
立
平
野
小
学
校

（
平
小
獅
子
踊
り
）

【
南
陽
市
】
夕
鶴
っ
子
の
会
（
民
話

　

の
語
り
）

【
高
畠
町
】
高
畠
町
少
年
少
女
合
唱

　

団
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」（
合
唱
）

【
川
西
町
】
川
西
町
立
川
西
中
学
校

　

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
（
小
松
豊
年
獅

　

子
踊
）

【
小
国
町
】
お
ぐ
に
白
い
森　

Ｐ
Ｅ

催

し

　

よ
い
。
組
め
な
い
場
合
、
当
日
抽

　

選
に
て
団
体
参
加
可
能
・
不
戦
敗

　

に
て
３
人
参
加
も
可
）

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
一
般
の
部
・
学
生

　

の
部
・
小
学
生
の
部
・
ラ
ー
ジ
ボ

　

ー
ル
の
部
）

※
学
生
の
一
般
の
部
参
加
可
。

③
ダ
ブ
ル
ス
は
未
定

●
参
加
資
格　

白
鷹
町
民
ま
た
は
白

鷹
町
内
の
企
業
に
勤
務
す
る
も
の

●
参
加
料　

１
人
１
種
目
１
０
０
円

●
主
催　

白
鷹
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

加
藤

☎
85

－

２
９
０
５

　
　
　
高
原
の
里
in
針
生

　
　
　
第
２
回
写
真
展
開
催

　

白
鷹
町
針
生
地
区
の
古
民
家
を
お

借
り
し
て
、
写
真
愛
好
者
に
よ
る
写

真
展
を
開
き
ま
す
。

　

の
ん
び
り
鑑
賞
し
、
交
流
は
い
か

が
で
す
か
。

●
い
つ　

９
月
22
日
（
土
）
～
24
日

（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
の
み
午
後
３
時
ま
で
。

●
ど
こ
で　

旧
今
野
光
一
氏
宅
（
針

生
４
２
３
）

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
加
入
団
体
フ

ォ
ト
し
ら
た
か　

会
長　

菅
間
道
雄

☎
０
９
０

－

５
５
９
８

－

２
６
７
６

   

～
鉄
道
写
真
家
広
田
泉
先
生
と
行
く
～

   

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
撮
り
鉄
の
旅

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議

会
と
や
ま
が
た
長
井
観
光
局
で
は
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
開
業
30
周
年
を
記

念
し
、
鉄
道
写
真
家
の
広
田
泉
氏
か

ら
撮
影
指
導
い
た
だ
け
る
旅
行
企
画

を
実
施
し
ま
す
。

●
い
つ　

９
月
22
日
（
土
）

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
５
時

※
昼
食
付

●
集
合
場
所　

赤
湯
駅

●
交
通
手
段　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

●
旅
行
代
金　

２
５
０
０
円

※
幼
児
（
食
事
な
し
）
無
料

●
定
員　

先
着
20
名
（
要
申
込
）

※
最
少
催
行
人
員　

５
名

●
添
乗
員
の
有
無　

有

●
講
師　

鉄
道
写
真
家 

広
田 

泉 

氏

●
持
ち
物　

カ
メ
ラ（
携
帯
電
話
可
）

【
旅
行
企
画
実
施
・
申
し
込
み
】

山
形
県
長
井
市
東
町
２

－

５
０

（
一
財
）
置
賜
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー（
や
ま
が
た
長
井
観
光
局
）

山
形
県
知
事
登
録
旅
行
業　

第
３

－

２
７
８
号　

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
正
会
員　

総

合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者　

沼
澤
亨

☎
88

－
１
８
３
１　

※
詳
し
い
旅
行
条
件
を
説
明
し
た
書

面
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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吉
谷
桂
子 

氏
　
講
演
会

　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

テ
レ
ビ
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
、
雑
誌
へ

の
出
演
な
ど
、
多
方
面
で
ご
活
躍
の

吉
谷
桂
子 

氏
よ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア

と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
い
つ　

10
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場
／
２
時
開
演

●
ど
こ
で　

山
形
県
高
度
技
術
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料
（
要
事
前
申
込
）

●
定
員　

２
０
０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●
主
催　

（
公
社
）
イ
ン
テ
リ
ア
産

業
協
会
東
北
支
部
・
山
形
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
チ
ラ
シ

裏
面
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

yam
agata-ic.petit.cc

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
ク
ラ
ブ
（
㈱
市
村
工
務
店
・
リ
フ

ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
内
）
担
当　

松
木

☎
０
２
３

－

６
４
４

－

８
８
０
５

[FA
X
]

０
２
３

－

６
４
４

－

８
８
４
１

募

集

平
成
30
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会

●
い
つ　

10
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド

●
内
容　

・
午
前　

研
修
・
交
流
会
（
支
援
制

　
　
　
　

度
の
ご
紹
介
等
）

・
午
後　

親
子
で
自
由
行
動

●
参
加
費　

・
子
ど
も　

１
０
０
０
円

・
大
人　
　

１
５
０
０
円

●
申
込
締
切　

９
月
18
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
３

－

０
９
６
２

 

米
沢
商
工
会
議
所
工
業
部
会
・
置
賜

試
験
場
工
業
技
術
振
興
会
交
流
事
業

見
た
い
！
聞
き
た
い
！
知
り
た
い
！

置
賜
の
も
の
づ
く
り

　

置
賜
地
域
の
工
業
製
品
・
部
品
等

を
一
堂
に
集
め
、
地
域
内
受
発
注
の

促
進
と
企
業
間
の
交
流
・
連
携
を
図

り
、
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
の
発
展

の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ 

10
月
４
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
５
時  

●
ど
こ
で　

東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢 

●
い
つ　

10
月
12
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分

●
ど
こ
で　

米
沢
市
伝
国
の
杜　

置

賜
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

①
開
会
行
事

②
表
彰

③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・「
金
剛
流『
仕
舞
』」（
米
沢
金
剛
会
）

・「
万
世
梓
山
子
ど
も
獅
子
踊
り
」　

　

（
米
沢
市
立
万
世
小
学
校
児
童
）

④
基
調
講
演　

・
演
題
『
地
域
の
特
色
を
活
か
し
未

　

来
を
拓
く
社
会
教
育
の
あ
り
方
』

・
講
師　

奥
山
恵
美
子　

氏
（
前
仙

　

台
市
長
）

⑤
分
科
会 

・
第
１
分
科
会
「
し
か
け
る
」

・
第
２
分
科
会
「
ひ
ら
く
」

・
第
３
分
科
会
「
つ
な
ぐ
」

・
第
４
分
科
会
「
ひ
ろ
げ
る
」

●
参
加
対
象　

ど
な
た
で
も

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局
（
置

賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
内
）　

☎
88

－

８
２
４
１

ボ
ー
ル
ル
ー
ム 

イ
ー
ス
ト
・
ウ
エ

ス
ト

●
主
催　

米
沢
商
工
会
議
所
工
業
部

会
・
置
賜
試
験
場
工
業
技
術
振
興
会

●
出
展
社
数　

約
30
社
（
置
賜
地
域

の
一
般
機
械
器
具
製
造
業
、
金
属
製

品
製
造
業
、
非
鉄
金
属
製
造
業
、
電

気
機
械
器
具
製
造
業
、
精
密
機
械
器

具
製
造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

製
造
業
ほ
か
）

●
対
象 

置
賜
地
域
の
企
業
・
一
般

・
学
生
ほ
か

●
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

米
沢
商
工
会
議
所　

担
当　

情
野

☎
０
２
３
８

－

21

－

５
１
１
１　

町
芸
術
祭
展
示
作
品
募
集

●
展
示
期
間　

10
月
26
日
（
金
）
〜

10
月
28
日
（
日
）

●
募
集
作
品　

書
道
、
絵
画
、
写
真
、

工
芸
品
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
な
ど

●
出
品
点
数　

一
人
２
点
ま
で

●
出
品
料　

１
点
５
０
０
円

●
募
集
締
切　

10
月
19
日
（
金
）

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
・
文
化
振

興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

  

平
成
30
年
度
第
９
回
山
形
県
社
会

  

教
育
研
究
大
会（
兼
）平
成
30
年
度

  

置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会
開
催

フラワー長井線運賃の割引について

　今年 10 月で開業 30 周年を迎える山形鉄道株式会社
では、フラワー長井線沿線の皆様のご利用に感謝し、次
の期間でフラワー長井線乗車運賃の割引を行います。
①ワンコイン列車
●内容　どこまで乗っても 1乗車につき運賃 100 円
●期日　10 月 14 日（日）・10 月 21 日（日・長井線
　まつり）・10月 28日（日）
②シルバー割引
●内容　65歳以上の方は全区間普通旅客運賃が半額
●期間　９月 15日（土）～ 12 月 31 日（月）
※ワンコイン列車の日を除く。
※降りる際に、自治体が発行する「介護保険被保険者証」
　の提示が必要です。券売機で切符をお買い求めの際は、
　子供料金の切符を購入ください。
【問い合わせ】山形鉄道株式会社　☎ 88-2002
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白
鷹
町
民
登
山  

山
形
１
０
０
名
山

   
紅
葉
の
頭
殿
山
へ
登
ろ
う

●
い
つ　

10
月
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
集
合
（
悪
天
候
中
止
）

●
集
合
場
所　

黒
鴨
橋
（
黒
鴨
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料
水
、

防
寒
具
（
必
携
）

●
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
・
保

険
料
）

●
申
込
締
切　

10
月
２
日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

伊
藤　

☎
85

－

４
２
７
６

舩
山　

☎
85

－

０
１
７
７

　

第
21
期
電
話
相
談
員
養
成
講
座

　
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

自
ら
命
を
絶
と
う
と
悩
む
人
た
ち

の
話
を
聞
く
社
会
福
祉
法
人
「
山
形

い
の
ち
の
電
話
」
で
は
、
相
談
員
養

成
講
座
の
受
講
希
望
者
に
つ
い
て
、

期
間
を
延
長
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間　

平
成
30
年
10
月
～
平

成
32
年
４
月（
原
則
土
・
日
曜
予
定
）

●
研
修
場
所　

山
形
市
内
の
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設

●
受
講
資
格　

22
歳
～
68
歳
の
心
身

と
も
に
健
康
な
方
で
、
い
の
ち
の
電

話
の
事
業
に
参
加
・
協
力
で
き
る
方

（
性
別
・
学
歴
・
職
業
は
問
い
ま
せ

ん
。）

●
募
集
人
数　

20
名
程
度

●
研
修
費
用　

前
期
・
後
期
各
１
万

２
０
０
０
円
［
分
納
］（
宿
泊
研
修

費
と
し
て
別
途
１
万
円
）

※
納
入
い
た
だ
い
た
金
額
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
認
定
後
の
活
動
場
所　

山
形
市
内

ま
た
は
鶴
岡
市
内

●
応
募
締
切　

９
月
25
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

yam
agata-ind.jp/bosyu/index.

htm
l

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
山
形
い
の
ち
の
電
話

事
務
局

☎
０
２
３

－

６
４
５

－

４
３
７
７

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

神
明
ア
パ

ト

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

●
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
８
０
０
円
～
３
万
２
９
０
０
円

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
原
則
と
し
て
同
居
す
る

親
族
が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者

で
は
な
い
方

●
入
居
可
能
日　

10
月
下
旬

●
募
集
期
間　

９
月
13
日
（
木
）
～

９
月
25
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
29
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
が
わ
か
る
書
類
、
個
人
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
及
び
本
人
確
認
書

類
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
申
込
者

の
要
件
に
よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

白
鷹
ア
パ

ト

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
１

４
８
２

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数

・
一
般
用
（
単
身
可
）　

１
戸

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

６
＋
６
＋
４
・
５
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
２
６
０
０
円
～
２
万
４
８
０
０
円

あ
ら
と
ア
パ

ト
１
号

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
７

２
５

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数　

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
２

万
４
０
０
０
円
～
４
万
７
１
０
０
円

あ
ら
と
ア
パ

ト
２
号

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙
７

２
５

－

１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数　

・
一
般
用
（
単
身
可
）　

１
戸

・
一
般
用　

１
戸

●
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
２

万
５
４
０
０
円
～
４
万
９
９
０
０
円

共
通
事
項

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

※
一
般
用
は
、
高
齢
者
世
帯
、
心
身

障
害
者
世
帯
、
母
子
世
帯
、
多
子
世

帯
等
に
対
し
て
優
遇
措
置
有
り
。

●
入
居
時
期　

12
月
上
旬

●
募
集
期
間　

10
月
９
日
（
火
）
～

15
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

ま
で

●
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
】

県
営
住
宅
指
定
管
理
者　

㈱
西
王
不

動　

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　  

ぐ
る
っ
と
湯
殿
山
ワ
ン
デ
ー

  

　
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

県
内
の
文
化
財
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア

ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
年

は
山
岳
信
仰
の
名
所
「
湯
殿
山
」
の

神
仏
等
を
巡
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

10
月
24
日
（
水
）

　

午
前
７
時
50
分
集
合
／
８
時
出
発

※
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
て

午
後
５
時
頃
に
帰
る
予
定
で
す
。

広
告
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●
集
合
場
所　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
見
学
地　

丸
山
薫
記
念
館
、
口
の

宮
湯
殿
山
神
社
、
大
井
沢
湯
殿
山
神

社
、
自
然
と
匠
の
伝
承
館
、
注
蓮
寺

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
費
（
昼
食
代
、
拝
観
料
等
）

・
一
般　
　
　
　

３
０
０
０
円　

・
史
談
会
会
員　

２
０
０
０
円

※
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

25
名

●
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
主
催　

白
鷹
町
史
談
会
、
白
鷹
町

中
央
公
民
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

 

　  

山
形
県
商
工
会
等
職
員
採
用

　  

試
験
の
お
知
ら
せ

●
募
集
内
容

・
上
級　

５
名

・
初
級　

５
名

●
受
験
資
格

・
上
級　

昭
和
36
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
商
工
鉱
業
の

　

指
導
実
務
等
の
経
歴
が
あ
る
方

・
初
級　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

●
職
務
内
容　

県
内
市
町
村
の
商
工

会
に
お
け
る
地
区
内
事
業
所
の
経
営

指
導
業
務
、
ま
た
は
経
営
指
導
補
助

業
務

《
１
次
試
験
》

●
試
験
日　

10
月
20
日
（
土
）

●
試
験
会
場　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル

15
階
会
議
室

《
２
次
試
験
》

●
試
験
日　

11
月
初
旬
（
１
次
試
験

合
格
者
の
み
）

●
受
付
期
間　

９
月
25
日
（
火
）
～

10
月
２
日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

最
寄
り
の
商
工
会
及
び
山
形
県
商
工

会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.sh

o
k

o
k

a
i-y

a
m

a
g

a
ta

.
or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　  

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
職
員

　  

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

●
募
集
内
容　

消
防
士　

若
干
名

※
男
女
不
問
。

●
受
験
資
格　

⑴
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方

⑵
そ
の
他
、
業
務
に
必
要
な
身
体
要

　

件
あ
り

※
い
ず
れ
も
採
用
後
、
長
井
市
、
小

国
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
に
居
住
予

定
の
方

●
試
験
日　

11
月
11
日
（
日
）

●
試
験
会
場　

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら

り
（
長
井
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

●
試
験
内
容

《
第
１
次
試
験
》

　

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
・
適

　

性
検
査
（
筆
記
）・
体
力
試
験

《
第
２
次
試
験
》

　

作
文
試
験
・
人
物
試
験
（
集
団
及

　

び
個
別
面
接
）

●
採
用
予
定
日　

平
成
31
年
４
月
１

日●
受
付
期
間　

10
月
５
日
（
金
）
～

29
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

※
土
日
休
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
で
も
受
付
最
終
日
到

着
分
ま
で
。

●
申
込
書
交
付
場
所　

西
置
賜
行
政

組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、

消
防
署
各
分
署

※
詳
し
く
は
西
置
賜
行
政
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
３

－

０
０
４
２

長
井
市
平
山
４
４
６
０

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
消
防
本

部
庁
舎
内
）　

☎
88

－

４
３
３
６
　  

　  

救
急
員
養
成
講
習
等
の

　  

一
般
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

●
い
つ　

11
月
10
日
（
土
）・
11
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大

会
議
室

●
内
容

①
連
続
講
習
（
基
礎
講
習
＋
救
急
員

　

養
成
講
習
）

②
救
急
員
更
新
講
習

●
費
用
（
教
材
費
）

①
３
２
０
０
円
（
教
本
（
基
礎
・
養

　

成
）、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
バ
ッ

　

ク
［
三
角
巾
2
枚
、
ガ
ー
ゼ
、
人

　

工
呼
吸
用
携
帯
マ
ス
ク
］、
蘇
生

　

法
人
形
用
消
耗
品
、
保
険
代
等
）

②
８
０
０
円

●
申
込
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

※
①
連
続
講
習
を
受
講
し
、
筆
記
・

実
技
試
験
（
最
終
日
）
に
合
格
す
る

と
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
救
急
法
救

急
員
と
し
て
認
定
さ
れ
、
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

日
赤
白
鷹
町
分
区
事
務
局
（
白
鷹
町

健
康
福
祉
課
内
）

☎
86

－

０
１
１
１　

 

　
最
上
川
河
道
内
の

 

　
樹
木
伐
採
者
を
公
募
し
ま
す

　
伐
採
し
た
樹
木
は

お
持
ち
帰
り

で
き
ま
す

　

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務

所
で
は
、
河
道
内
樹
木
の
利
用
を
希

望
す
る
企
業
、
団
体
、
個
人
に
対
し
、

伐
採
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

伐
採
し
た
樹
木
は
、
薪
や
農
作
業

な
ど
個
人
消
費
の
ほ
か
、
木
材
加
工

や
販
売
な
ど
に
も
使
用
が
可
能
で
す
。

●
伐
採
予
定
箇
所

・
長
井
市
舟
場
地
先
（
最
上
川
左
岸

　

…
長
井
橋
上
流
）

・
長
井
市
成
田
地
先
（
最
上
川
左
岸

　

…
置
賜
野
川
合
流
点
下
流
）

・
長
井
市
五
十
川
地
先
（
最
上
川
左

　

岸
…
草
岡
川
合
流
点
上
流
）

・
長
井
市
白
兎
地
先
（
最
上
川
左
岸

　

…
草
岡
川
合
流
点
下
流
）

※
こ
の
ほ
か
、
米
沢
市
、
天
童
市
、

寒
河
江
市
、
河
北
町
、
東
根
市
、
中

山
町
、
山
形
市
内
に
も
予
定
箇
所
が

あ
り
ま
す
。

●
樹
種　

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
ニ
セ
ア

カ
シ
ア
）、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ヤ
ナ
ギ

が
主
体

●
公
募
期
間　

平
成
31
年
６
月
28
日

（
金
）
ま
で

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時

●
応
募
方
法　

山
形
河
川
国
道
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
公
募
説
明
書
及
び
応
募
様
式
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

山
形
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
２
３

－

６
８
８

－

８
９
４
２

山
形
河
川
国
道
事
務
所
長
井
出
張
所

☎
88

－

２
３
１
０
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お

し

ら

せ

設
業
は
じ
め
各
種
業
法
の
許
認
可
や

届
出
そ
の
他
、
官
公
署
に
提
出
す
る

書
類
の
作
成
・
提
出
を
代
理
し
ま
す
。

次
の
通
り
無
料
相
談
を
受
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
い
つ　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
昼
12
時

●
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー

●
相
談
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

最
寄
り
の
会
員
事
務
所
ま
た
は
山
形

県
行
政
書
士
会
長
井
支
部
事
務
所

（
青
木
新
一
行
政
書
士
事
務
所
内
）

☎
88

－

４
７
９
３

  

還
付
金
名
目
の「
う
そ
電
話
詐
欺
」

  

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

県
内
で
町
役
場
職
員
を
名
乗
っ
て

電
話
を
か
け
、
医
療
費
等
の
還
付
金

を
名
目
に
ス
ー
パ
ー
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
し
、
お
金
を
騙
し
取
る
「
う
そ

電
話
詐
欺
」
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

白
鷹
町
内
で
も
同
様
の
電
話
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
役
場
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
か
ら
税
金
や
医
療
費
等
の
還
付

金
を
支
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。   

「
町
役
場
職
員
」、「
還
付
金
」、「
Ａ
Ｔ

Ｍ
」
等
の
言
葉
が
出
れ
ば
、「
う
そ
電

話
詐
欺
」
で
す
。

町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
、「
男
性
・
女
性
の
半
日
コ
ー

ス
」、「
女
性
の
一
日
コ
ー
ス
」
に
空

き
が
あ
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
白
鷹
町
立
病

院
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
立
病
院　

☎
85

－

２
１
５
５

　

休
日
に
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

　

検
診
が
受
診
で
き
ま
す

　　

町
で
は
、
20
歳
以
上
の
女
性
の
方

に
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
40
歳
以
上
の

女
性
の
方
に
乳
が
ん
検
診
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
当
初
の
検
診

日
に
追
加
し
て
、
土
曜
日
及
び
日
曜

日
の
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
仕
事
や
家
庭
の
こ
と
で
忙

し
く
、
自
分
の
こ
と
が
後
回
し
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
検
診
日
時　

10
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

南
陽
検
診
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
８

－

43

－

６
３
０
３

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軽
ス
ポ

ツ

●
い
つ　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

山
峡
体
育
館

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

ウ

キ
ン
グ

●
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

●
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前●
コ
ー
ス　

県
民
の
森
コ
ー
ス
（
約

４
㌔
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、軽
食
、雨
具
等

※
予
定
し
て
い
た
大
江
町
の
神
通
峡

は
通
行
止
め
の
た
め
、
コ
ー
ス
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

☆
保
険
加
入
の
た
め
、
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

行
政
書
士
会
長
井
支
部
か
ら

行
政
書
士
制
度
の
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
は
皆
様
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
車
庫
証
明
・
農
地
転
用
・
建

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
１

人
で
判
断
せ
ず
、
身
近
な
人
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

長
井
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
84

－

０
１
１
０

　

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を

　

実
施
中
で
す

　

秋
作
業
が
行
わ
れ
る
９
～
10
月
を

重
点
に
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て

農
作
業
安
全
確
認
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、

い
た
ま
し
い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
族
や
地
域
ぐ
る
み
の
「
声
が
け
」

で
農
作
業
を
安
全
に
行
う
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

《
農
作
業
５
つ
の
心
が
け
》

①
危
険
個
所
の
確
認
と
改
善

　

障
害
物
を
取
り
除
き
、
傾
斜
や
狭

　

い
場
所
で
の
作
業
を
し
な
い
。
は

　

し
ご
や
脚
立
を
使
う
際
に
は
、
ま

　

わ
り
の
状
況
を
確
認
し
体
の
安
定

　

を
保
っ
て
作
業
。

②
機
械
作
業
上
の
注
意

　

作
業
を
中
断
す
る
と
き
は
必
ず
エ

　

ン
ジ
ン
停
止
！（
特
に
「
後
ろ
向

　

き
作
業
」
で
の
事
故
が
多
発
し
て

　

い
ま
す
。）
慣
れ
た
場
所
で
も
、　

　

ほ
場
へ
の
出
入
り
や
畦
越
え
は
慎

　

重
に
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

③
作
業
に
適
し
た
服
装
で
の
作
業
を

　

ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
な
ど
へ
巻
き
込

　

ま
れ
な
い
よ
う
、
ズ
ボ
ン
の
裾
や

　

上
着
の
袖
は
き
ち
ん
と
締
め
ま
し

　

ょ
う
。

④
休
憩
を
取
り

無
理
の
な
い
作
業
を

　

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
焦
り
が
事

　

故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
疲
れ

　

は
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
の
連
続
作
業
は
避
け
ま
し

　

ょ
う
。

⑤
で
き
れ
ば
複
数
人
で
の
作
業
を

　

１
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
家

　

族
へ
作
業
内
容
と
場
所
を
告
げ
て

　

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

☆
農
作
業
事
故
は
誰
に
で
も
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
労
災
保
険
や

農
機
具
共
済
な
ど
の
保
険
に
加
入
し

て
お
く
な
ど
事
故
に
備
え
る
こ
と
も

大
事
で
す
。

山
形
県
救
急
電
話
相
談

　

県
で
は
、
急
な
病
気
の
際
に
、
協

力
医
師
の
支
援
体
制
の
も
と
に
専
門

的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
看
護
師

が
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
家
庭
で

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
で
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
救
急
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
小
児
救
急
（
15
歳
未
満
）
プ
ッ
シ

ュ
回
線
・
携
帯
電
話
＃
８
０
０
０
、
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９月・10 月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。
「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　９月 14日（金）・21日（金）・
　10月５日（金）・12日（金）・19日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円
「いきいき百歳体操と茶話会と会食会」

●日　程　９月 28 日（金）・10 月 26 日（金）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）
「趣味活動・茶話会」

●日　程　９月 25 日（火・どっこいしょ体
　操とお口の体操）・10 月２日（火・どっこ
　いしょ体操とパンケーキづくり）・９日　
　（火・どっこいしょ体操と紙芝居）・23 日
　（火・どっこいしょ体操とお手玉づくり）・
　30 日（火・どっこいしょ体操と干し柿づ
　くり）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円（10 月２日は 300 円）
［特別企画］「笑いヨガ」

●日　程　９月 18日（火）・10月 16日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時

【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

９月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　９月26日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
０
２
３

－

６
３
３

－

０
２
９
９

●
大
人
の
救
急
（
15
歳
以
上
）
プ
ッ

シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
＃
８
５
０
０
、

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
０
２
３

－

６
３
３

－

０
７
９
９

●
日
時　

毎
日
午
後
７
時
～
10
時

「
自
死
遺
族
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

方
が
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口

と
し
て
「
個
別
相
談
」
及
び
「
集
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
個
別
相
談　

精
神
科
医
師
に
よ
る

個
別
相
談
（
予
約
制
）

●
集
い　

亡
く
さ
れ
た
方
同
士
の
語

り
合
い
・
わ
か
ち
合
い
（
月
１
回
）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
３

－

６
７
４

－

０
１
３
９

き
の
こ
食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

山
形
県
は
平
成
24
年
か
ら
き
の
こ

食
中
毒
の
発
生
件
数
が
全
国
で
一
番

多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
、

置
賜
地
方
で
は
例
年
、
９
月
下
旬
か

ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
ム
キ
タ
ケ
よ

り
も
早
い
時
期
に
出
て
く
る
よ
う
で

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
間
違
え
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
毒
き
の
こ
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
同
じ
よ
う
な
き
の
こ
が
生
え
て
い

　

て
も
、
そ
れ
と
似
た
毒
き
の
こ
が

　

混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
採
る
と
き
も
食
べ
る
前

　

に
も
、
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
廃
棄

　

し
ま
し
ょ
う
。

④
安
易
に
お
す
そ
分
け
は
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」「
毒
き
の
こ
は
美
し
い
」

「
虫
の
食
べ
た
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ

　

る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
、
科
学

　

的
根
拠
の
な
い
迷
信
で
す
。
気
を

　

つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
生
活
衛
生
課
食
品
衛

生
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
４
０

石づき（きのこの柄）を縦に裂くと、
芯の部分に黒っぽいしみが見られる

１
位  

五
十
峯
隆  

六
段（
十
王
）

２
位  

柳
澤
　
馨  

六
段（
米
沢
）

３
位  

船
山
嘉
実  

八
段（
鮎
貝
）

４
位  

本
田
正
義  

六
段（
南
陽
）

５
位  

平
吹
晴
彦  

六
段（
南
陽
）

６
位  

加
地
正
幸  

五
段（
高
畠
）

十
王
納
涼
囲
碁
大
会

８
月
18
日
／
山
峡
紅
の
里

各
種
大
会
等
の
結
果
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●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会場：健康福祉センター

※相談を希望する方は、お問い合わせください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

25日
（木）

午前９時～昼 12時の
間で一人１時間程度

幼児から小学生程度の
児童とその保護者

●乳幼児健診

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票 ､３歳児

健診の方は尿

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人
　にうつる可能性のある病気にかかったりしたときは

　事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 健診 受付時間 対象児

17日
（水）

３カ月児 午後１時
　～１時 15分

平成30年６月 11日
 ～７月 15日生まれ

９カ月児 午後１時 15分
　～１時 30分

平成29年 12月１日～
平成 30年１月 10日生まれ

25日
（木）

３ 歳 児
午後１時
　～１時 20分

平成 27年３月
　　 ～４月生まれ

31日
（水）

２歳６カ
月児歯科

午後１時
　～１時 20分

平成 28年３月
　　　～５月生まれ

 10月 の子育てページ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分
休館日：毎週土曜日

［10月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 イベント

２日（火）午前10時15分～11時 赤ちゃん広場身体測定

４日（木）
午前10時15分～11時 すこやか広場身体測定
午前 10時～昼 12時 育児相談日（要予約）

５日（金）

ミニ運動会＆芋煮会
※参加希望の方は９月
　25日（火）までお申
　し込みください。

12日（金）

あきの遠足
※参加希望の方は 10月
　４日（木）までお申し
　込みください。

18日（木）
午前 10時 30分～ おばあちゃんの読み聞かせ会

午前 11時～ 交通安全講座

25日（木）午前 11時 15分～ 誕生会

30日（火）午前９時 45分～ 11時 制作活動

つぶ
やき

愛真
こど
も園

こども俳句「花火」

　夏の楽しみのひとつが花火。花火大会を見

たり、お家で花火を楽しんだり。夜空に広が

る花火に子どもたちの歓声と感動が聞こえて

きました。

●離乳食教室

会場：健康福祉センター

内容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談

参加費：200円（調理実習費）
持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具

保育：お子さんと一緒に参加できます。希望される方

は、申し込み時にご予約ください。

申込締切：10月23日（火）［電話予約］
問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

30日
（火）

午前 10時～ 11時 30分 離乳食を学びたい方

「あがったよつきのとなりにうちあげはなび」

「ひのこがねそらからふったよあめみたい」

「ばちばちとひかってきえるはなびだね」

子育て支援センター「にこぽーと」

のフェイスブックページができま

した。イベントのお知らせを確認

したり、毎月発行している「にこ

ぽーとだより」を読んだりできま

す。ぜひご利用ください。
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●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時
会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）
問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：25日（木）午後３時～
受付締切日：10日（水）
問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　

●弁護士相談
日時：10日（水）午後２時～４時
場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。
問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

 10月 の窓口延長・相談日・開催日

●婦人科検診

※無料クーポン券をお持ちの方は、保険証と一緒に持

　参してください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 受付時間 場所 対象地区

19日（金）
午後１時～ 南陽検診センター

東根

23日（火） 荒砥

※会場までバスでの送迎があります。（午後 12時 20
　分健康福祉センター発）

●らくらくスマイル教室

［昼の部］

日時：２日（火）・16日（火）午後１時30分～３時
内容：体幹を鍛えて代謝アップ！筋トレ、肩こり・腰

　　　痛・膝痛予防ストレッチ　ほか

［夜の部］

日時：10日（水）・24日（水）午後７時～８時30分
内容：体力レベルチェック、身体チェック、バランス

　　　エクササイズ　ほか

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

 10月 の健康カレンダー

●同日検診

注意 :

①特定健診（40 ～ 74歳の国保被保険者の方）・後期
　高齢者健診は、医療保険証を持参してください。

②健康診査（19 ～ 39歳の方）は、保険証などがなく
　ても受診できます。

③肝炎ウイルス検診は、40歳以上で今まで受けたこと
　のない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診券（無料

　券）をお持ちの方は保険証と一緒に持参してください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 受付時間 場所 対象地区

17日
（水）

午前７時30分
　　　～９時

東陽ホール

南部１～５
中部１

18日
（木）

中部２～６
北部１

19日
（金）

北部２～４
東部１～３

22日
（月）

健康福祉
センター

八幡、新町、菖蒲
下山、佐野原、大瀬

23日
（火）

上町、出来町
貝生、東部４

24日
（水）

横町
仲町１～４

［鮎貝地区健診結果説明会］

日時：10日（水）午後１時30分～（１時～受付）
場所：ハーモニープラザ

［十王地区健診結果説明会］

日時：26日（金）午後１時30分～（１時～受付）
場所：十王地区コミュニティセンター

※申込不要。健診結果の見方やよりよい生活習慣のポ
　イントについてお話します。血圧測定、健康相談も

　行います。健診結果をお持ちになり、ぜひご参加く

　ださい。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

※同日検診、婦人科検診のご案内は、検診日の約

　１カ月前に郵送します。

●献血のお知らせ

期日 時間 場所

11日
（木）

午前９時30分～ 11時30分 県立荒砥高等学校

午後１時30分～３時30分 しらたか不二サッシ㈱
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［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

１０月までの休館日
9/18（火）・25（火）
10/1（月）・9（火）・15（月）・22（月）・29（月）

《
パ
ス
ポ
ー
ト
適
用
事
業
》

《
パ
ス
ポ
ー
ト
適
用
事
業
》

▼
い
　
つ
　
10
月
7
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
開
演

　（
午
後
1
時
開
場
）　

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般  

　
　
　
　  

2
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下  

　  

１
5
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

落
語
会

●
梅
津
五
郎
絵
画
展

▼
い
　
つ
　
9
月
15
日
（
土
） 

〜

　
10
月
14
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
2
0
0
円

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

　
昨
年
度
修
復
さ
れ
た
日
展
特
選

「
調
理
場
」、
日
展
初
入
選
作
品

「
秋
」
も
展
示
し
ま
す
。

「
野
性
の
眼
」

▼
い
　
つ
　
9
月
29
日
（
土
）

  ﹇
開
場
﹈午
後
４
時
４５
分
〜
７
時

  ﹇
点
灯
﹈日
没
頃（
午
後
５
時
過
ぎ
）

  ﹇
館
内
の
消
灯
﹈午
後
5
〜
7
時

  ﹇
演
奏
﹈午
後
5
時
30
分
〜
6
時

▼
ど
こ
で
　
ロ
ビ
ー
、 

交
流
広
場

▼
演
　
奏
　
タ
カ
ナ
シ
ト
モ
ア
キ

　（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

▼
入
場
料
　
無
料

　
8
月
25
日
、26
日
に
開
催
し
た

「
深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
参
加
者
作
品
に

ろ
う
そ
く
を
灯
し
ま
す
。
タ
カ
ナ

シ
さ
ん
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
を
聴

き
な
が
ら
、
ミ
ニ
灯
籠
の
明
か
り

を
ゆ
っ
た
り
な
が
め
ま
し
ょ
う
。飲

み
物
の
ふ
る
ま
い
も
。

●
ゆ
ら
め
き
音
楽
会

深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠 

点
灯
コ
ン
サ
ー
ト

● 

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い
　
つ
　
9
月
22
日
（
土
）、

　
23
日
（
日
）、24
日
（
月
・
祝
）

　
各
日
午
後
2
時
〜
４
時

▼
会
　
場
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料 

※
申
込
不
要
（
途
中
入
退
場
自
由
）

▼
主
催
・
問
合
せ
　
白
鷹
町
文
化 

　
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　

あ
ゆ
ー
む
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

半
年
会
費
1
0
0
0
円

（
10
月
よ
り
翌
３
月
ま
で
）

　
曲
目
は
、ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
交

響
曲
第
9
番「
新
世
界
よ
り
」（
カ

ラ
ヤ
ン
指
揮
、ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
演
奏

﹇
1
9
7
7
年
録
音
﹈）で
す
。

　
そ
の
他
、重
量
・
厚
手
ハ
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
盤
を
揃
え
て
リ
ク
エ
ス

ト
に
お
応
え
す
る
ほ
か
、ご
持
参

の
レ
コ
ー
ド
も
お
か
け
し
ま
す
。

《
パ
ス
ポ
ー
ト
適
用
事
業
》

日
（
日
）

分
開
演

高
校
生
以
下  

  

円

（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

落
語
会

▲桂吉弥

逝
く
夏
を
惜
し
む

Vol.

10
月

日
以
降

入
会

年

会
費

半
額(

個
人

円

子
供

円

家
族

円

す

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時

11
時
30
分

中
央
公
民
館

間

[

今
後

日
程]

月
25
日(

火

10
月

日(

火)

す

午
後

時
30
分

時
30
分

東
陽

毎
月
第

木
曜
日

午
後

時
30
分

時
30
分

白
鷹
町
武
道
館

[

今
後

日
程]

月
26
日(

水)

10
月
11
日(

木)

す

午
後

時
30
分

時
30
分

白
鷹
町
武
道
館日

中

教
室

す

毎
週
金
曜
日

10
月

日

午
前
10
時

11
時

白
鷹
町
武
道
館

RO KU 会長 岡田 明
( )

tel.87-8988  
E-mail   rokku@sgic.jp
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間
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水
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滝
野
交
流
館
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表紙の写真

▼今年も多くの方に「まちづくり座談会」に参加いた

だきました。たくさんのご意見ありがとうございまし

た。今後も、暮らしの中で気づいたことや思ったこと

があれば、お気軽にお聞かせください。まちづくりは

町民の皆さんが主役です。

▼白鷹中の総合学習の授業で講話をさせていただきま

した。大勢の生徒を相手にわかりやすく説明すること

は初めてで難しかったですが、私自身が気づくことも

あり、良い経験をさせていただきました。白鷹中の生

徒の皆さん、ありがとうございました。

▼今度は北海道で大規模な地震が発生。さらには各地

で台風の被害などもあり、それらの状況をニュースで

見るたびに、自然の猛威の前では人間は無力であるこ

とを思い知らせれます。しかし、だからこそ私たちは

手を取り、助け合いながら前に進んでいくしかありま

せん。どんなに小さなことでも構わないと思います。

できることから被災地を応援しましょう。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ８月１日～ 31日届出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●こんにちは赤ちゃん

橋本　唯
ゆ い

以 一紀 荒砥乙千尋

船山　匡
き ょ う じ

志 良太 荒砥甲麻衣

梅津　りか 圭佑 畔藤由布子

（　　　）

（　　　）

（　　　）

●まちの人口

　（平成 30 年８月 31 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,880 人（＋６）

　    　　 　　男性　6,831 人（＋９）

 　  　　　　　女性　7,049 人（▲３）

 ・世帯数　4,733 戸（＋ 22）

　 木村　　等　上山市

　 小口　妙子　高岡
♥

●ご結婚おめでとう

　 高橋　　誠　荒砥乙

　 長谷川智香　山形市
♥

　 富永　洋志　畔藤

　 ハタイチャノック　タイ王国
♥

紺野かつゑ（95） 萩野

芳賀源三郎（88） 菖蒲

佐藤　葉子（85） 畔藤

髙橋　榮枝（88） 荒砥甲

鈴木　満子（83） 横田尻

紺野きぬゑ（89） 萩野

●おくやみ

紺野　てる（86） 畔藤

大木　克己（77） 畔藤

布施すじ　（91） 中山

小松　　昇（77） 鮎貝

竹波　松子（91） 山口
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。

わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。
～町内企業でがんばる若者たち～

特別養護老人ホーム  白光園

竹田 彩香さん（佐野原・23 歳）

  企業データ

■社会福祉法人 白鷹福祉会

　特別養護老人ホーム 白光園

（白鷹町大字荒砥甲 377）
【事業内容】介護老人福祉施設

【従業員数】106人
【問い合わせ】

☎ 85-1511

　学生の頃に当施設での実習に参加した際、雰囲気
の良さと働きやすさを感じ、入社を決めました。現
在は、長期及び短期それぞれの利用者の方を相手に
介護サービスを提供しています。“人”が相手なので、
言葉遣いはもちろん、相手の気持ちをしっかり理解
することを心がけています。入社３年目ですが、利
用者の方から名前を呼んでいただいたり、相談を受
けたりした際は信頼いただいていると感じます。
　当施設は今後、利用者の方へ
よりよい居住環境を提供すべく
新しく生まれ変わります。そこ
で、私自身も介護福祉士として
スキルアップを図り、皆さん
に居心地が良いと思ってい
ただけるようなサービス
を提供していきたいです。

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會
の
一
員
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
踊
っ
て
い
ま
す
！

  企業データ

■株式会社鈴木工務店

（白鷹町大字鮎貝 5783）
【事業内容】土木一式工事・建築一式工事・舗装工事・

解体工事・生コンクリート製造販売

【従業員数】40人
【問い合わせ】

☎ 85-5191

　生まれ育った白鷹町にかかわっていきたいという
思いから当社に入社し、今年で５年目になります。
私は土木部に所属しており、重機の誘導及び操縦、
また重機が入れない部分を手作業で整備したり、冬
には町内の除雪も行なっています。外での作業なの
で夏場と冬場は特に大変ですが、仕事の成果が目に
見える形で現れるので、やりがいを感じています。
　当社は優れた技術が自慢の会社です。また、地域

の皆さんからの信頼も厚く、そ
のような地元の会社で働けるこ
とに関してはとても誇りに思っ
ています。未熟な部分はありま
すが、ふるさとで働けることに
　　感謝しながら、これからも
　　　会社や地域に貢献できる
　　　ようにがんばります。

野
球
と
ソ
フ
ト
が
得
意
で
、
地
元
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
！

株式会社鈴木工務店

西村 宰さん（鮎貝・23 歳）

社会福祉法人 白鷹福祉会
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